
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
幕
末
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
八
月
の
下
関
戦
争
を

描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
ら
が
作
成
さ
れ

た
背
景
、
絵
図
の
史
料
的
価
値
、
伝
来
過
程
な
ど
を
検
討
す
る
。

対
象
と
す
る
の
は
、
毛
利
家
文
庫

馬
関
戦
争
一
件

「
長
州
下

ノ
関
ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭
戦
争
之
始
末
書
幷
絵
図
面
共
」
に
綴
じ
ら
れ

て
い
る
絵
図
で
あ
る
。
こ
の
冊
子
に
は
下
関
戦
争
の
よ
う
す
を
伝
え

る
書
状
、
上
申
書
、
報
告
書
な
ど
が
書
き
写
さ
れ
て
お
り
、
全
五
九

丁
（
絵
図
除
く
）
、
そ
の
巻
末
に
絵
図
一
〇
枚
が
折
り
畳
ん
だ
状
態
で

綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
近
年
『
山
口
県
史

通
史
編

幕
末
維
新
』（
二

〇
一
九
年
）
な
ど
で
一
部
が
使
用
さ
れ
た
例
が
あ
る
が
、
史
料
自
体
に

関
す
る
本
格
的
な
検
討
は
、
筆
者
が
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
度

の
当
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
「
歴
史
小
話
」
で
取
り
上
げ
た
の

み
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
後
の
調
査
成
果
も
含
め
述
べ
る
。

下
関
戦
争
は
、
元
治
元
年
八
月
五
日
か
ら
英
米
仏
蘭
四
ヶ
国
連
合

艦
隊
が
下
関
海
峡
の
長
州
藩
砲
台
を
攻
撃
、占
拠
し
た
事
件
で
あ
る
。

教
科
書
な
ど
で
は
「
四
国
連
合
艦
隊
下
関
砲
撃
事
件
」
と
さ
れ
、
そ

の
ほ
か
「
馬
関
戦
争
」
と
か
、
前
年
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
五
～

六
月
、
長
州
藩
の
攘
夷
決
行
お
よ
び
そ
の
後
の
米
仏
軍
艦
に
よ
る
報

復
攻
撃
と
一
連
に
捉
え
て
「
第
六
次
下
関
戦
争
」
と
表
記
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
（『
下
関
市
史
』）
。
本
稿
で
は
、『
山
口
県
史

通
史
編

幕

末
維
新
』
に
な
ら
い
「
下
関
戦
争
」
と
表
記
す
る
。

下
関
戦
争
は
、
八
月
五
日
、
四
ヶ
国
艦
隊
に
よ
る
前
田
砲
台
砲
撃

に
始
ま
り
、
六
日
連
合
国
の
陸
戦
隊
が
上
陸
、
前
田
砲
台
な
ど
を
占

領
し
た
。
ベ
ア
ト
が
撮
影
し
た
有
名
な
前
田
砲
台
占
領
風
景
の
写
真

は
こ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
形
勢
は
六
日
で
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
が
、
以

後
も
継
続
的
に
戦
闘
は
続
い
た
。
八
日
長
州
藩
の
講
和
使
節
が
連
合

国
に
和
議
を
申
し
入
れ
、
数
度
の
協
議
を
経
た
の
ち
、
十
四
日
に
停

戦
協
定
が
結
ば
れ
て
戦
争
は
終
結
し
た
。

四
ヶ
国
連
合
艦
隊
に
よ
る
軍
事
行
動
は
、
前
年
文
久
三
年
五
月
十

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図

山

﨑

一

郎

（
１
）

（
２
）

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

二
九



に
絵
図
中
央
に
集
結
し
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。

な
お
こ
の
日
、
艦
隊
か
ら
の
上
陸
部
隊
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
情
報

は
絵
図
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

【
図
３
】

「
六
月
六
日
戦
争
之
図
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
書
き
（
写

し
）
間
違
い
で
「
八
月
」
が
正
し
い
。
下
関
戦
争
中
も
っ
と
も
激
戦

で
あ
っ
た
六
日
の
戦
い
を
描
く
。

こ
の
日
は
卯
上
刻
（
５
時
前
後
）
か
ら
砲
撃
が
始
ま
っ
た
が
、
本
図

が
描
く
の
は
巳
上
刻
（
９
時
前
後
）
以
降
の
戦
闘
で
あ
る
。
同
刻
、
四

ヶ
国
軍
艦
か
ら
端
船
（
上
陸
用
舟
艇
、
バ
ッ
テ
ー
ラ
）
で
陸
戦
隊
が
前
田
・

壇
ノ
浦
砲
台
へ
上
陸
し
て
戦
闘
と
な
り
、
そ
の
後
壇
ノ
浦
の
上
陸
部

隊
が
未
刻
（

～

時
頃
）
に
前
田
砲
台
へ
移
動
、
申
刻
（

～

時
頃
）
に
制
圧
、
そ
の
後
角
石
陣
屋
へ
進
撃
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

ま
た
申
刻
に
は
軍
艦
が
下
関
・
長
府
へ
砲
撃
し
火
の
手
が
あ
が
っ
た

こ
と
も
描
か
れ
て
い
る
。
戦
闘
は
こ
の
日
で
ほ
ぼ
大
勢
が
決
ま
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
九
州
側
の
「
カ
サ
シ
山
」
部
分
に
「
此
山
上

ヨ
リ
見
取
図
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
図
が
こ
の
山
上
か

ら
戦
争
を
監
視
し
て
い
た
人
物
に
よ
り
描
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
図
４
】

「
八
月
七
日
戦
争
之
図
」
と
あ
る
よ
う
に
七
日
の
戦
闘

を
描
く
。
こ
の
日
も
端
船
で
陸
戦
隊
が
前
田
砲
台
へ
上
陸
し
た
様
子

が
描
か
れ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が
砲
台
に
残
っ
て
い
た
諸
物
品
を
焼

き
払
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
端
船
の
兵
士
が
「
流
星
ノ
如
ク
ナ
ル

モ
ノ
打
出
」
と
も
あ
る
。
ま
た
、
連
合
国
軍
艦
が
下
関
の
長
府
藩
米

蔵
へ
一
五
回
砲
撃
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
北
九
州
の
大
津
保
に
戦
死
し
た
外
国
人
兵
士
二
人
が
埋
葬

さ
れ
た
と
い
う
記
載
も
あ
る
。

【
図
５
】

「
八
月
八
日
戦
争
之
図
」
と
あ
る
よ
う
に
、
八
日
の
戦

闘
を
描
く
。
こ
の
日
連
合
国
軍
艦
は
彦
島
を
攻
撃
し
た
が
、
図
５
は

そ
の
う
ち
午
前
中
の
攻
撃
を
説
明
す
る
。
卯
中
刻
（
７
時
頃
）
、
四
隻

の
軍
艦
が
彦
島
砲
台
を
攻
撃
し
た
。
こ
こ
で
も
二
隻
一
組
で
砲
撃
を

繰
り
返
し
、
辰
下
刻
（
９
時
頃
）
攻
撃
が
終
了
し
た
。
攻
撃
は
「
い
つ

れ
も
着
発
い
た
し
候
へ
と
も
焼
上
り
ハ
無
之
、
又
海
中
江
落
込
も
ア

リ
」
と
あ
り
、
着
弾
後
炎
上
す
る
よ
う
な
事
態
で
は
な
か
っ
た
。

巳
上
刻
（
９
～

時
頃
）
に
彦
島
本
村
へ
向
け
五
～
六
発
の
砲
撃
が

あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

【
図
６
】

日
付
は
な
い
が
、
八
日
午
前
か
ら
午
後
に
か
け
て
の
彦

島
へ
の
攻
撃
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
巳
中
刻
（

時
前
後
）
、
軍
艦

四
隻
が
彦
島
砲
台
前
に
進
み
砲
撃
を
行
っ
た
。
四
隻
の
軍
艦
が
図
右

側
か
ら
左
側
へ
と
移
動
し
た
経
路
が
線
描
さ
れ
る
。軍
艦
に
は「
い
」

「
は
」「
に
」
「
ほ
」
の
記
号
が
付
さ
れ
、
ど
の
艦
が
ど
こ
に
移
動
し

た
の
か
も
わ
か
る
。
未
上
刻
（

～

時
頃
）
、
彦
島
の
三
軒
家
の
山

手
が
オ
ラ
ン
ダ
船
の
攻
撃
で
炎
上
し
た
こ
と
、
申
上
刻
（

～

時

頃
）
、
砲
撃
に
よ
り
彦
島
の
陣
屋
が
炎
上
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い

る
。
各
軍
艦
に
つ
き
、「
砲
門
十
六
」「
砲
門
十
八
」「
砲
門
不
分
」
な

ど
砲
数
も
注
記
さ
れ
る
。

（
６
）

日
の
長
州
藩
の
攘
夷
決
行
、
米
・
仏
・
蘭
船
へ
の
攻
撃
に
対
す
る
報

復
と
い
う
側
面
も
有
し
た
が
、
む
し
ろ
各
国
の
大
き
な
意
図
は
、
当

時
最
大
の
攘
夷
勢
力
で
あ
っ
た
長
州
藩
へ
打
撃
を
与
え
下
関
・
瀬
戸

内
海
の
自
由
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
、
そ
し
て
幕
府
の
横
浜
鎖
港
方

針
を
撤
回
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

長
州
藩
は
、
同
年
七
月
の
禁
門
の
変
で
大
打
撃
を
う
け
危
機
的
状

況
に
あ
る
中
、
下
関
戦
争
に
直
面
し
た
。
戦
争
後
藩
内
で
は
保
守
派

（
俗
論
派
）
が
政
治
的
実
権
を
握
り
、
尊
攘
派
（
正
義
派
）
を
弾
圧
、

続
く
第
一
次
幕
長
戦
争
で
は
幕
府
へ
の
恭
順
を
示
し
た
。
し
か
し
同

年
十
二
月
、
高
杉
晋
作
に
よ
る
功
山
寺
決
起
を
契
機
に
藩
内
は
内
戦

状
態
と
な
り
、
結
果
保
守
派
は
政
治
的
勢
力
を
失
い
、
元
治
二
年
（
慶

応
元
年
）
三
月
、
藩
内
に
抗
幕
政
権
が
成
立
し
た
。
下
関
戦
争
は
、
幕

末
長
州
藩
に
お
け
る
大
き
な
画
期
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

一

絵
図
の
内
容

（
１
）
各
図
の
内
容
お
よ
び
文
字
情
報

各
絵
図
の
大
き
さ
は
い
ず
れ
も
ほ
ぼ

×

㎝
、
Ｂ
４
よ
り
一

回
り
大
き
い
。
墨
と
朱
で
描
か
れ
る
。
内
容
を
説
明
す
る
文
字
情
報

も
多
数
あ
る
。
文
末
に
絵
図
と
文
字
部
分
を
翻
刻
し
た
写
真
を
な
ら

べ
て
掲
載
し
た
。
以
下
、
各
図
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
な
お
、
各
図

は
時
系
列
で
並
べ
便
宜
的
に
図
１
～

の
番
号
を
付
し
た
。

【
図
１
】

上
部
に
下
関
～
長
府
間
の
沿
岸
線
、
下
部
に
西
は
筑
前
・

豊
前
境
か
ら
東
は
企
救
半
島
東
岸
・
柄
杓
田
ま
で
の
九
州
沿
岸
線
、

中
央
左
に
彦
島
、
右
に
集
結
し
た
四
ヶ
国
艦
隊
を
描
く
。
日
付
は
な

い
が
戦
争
直
前
の
八
月
四
日
と
考
え
ら
れ
る
。
艦
船
は
一
八
隻
描
か

れ
る
が
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
軍
艦
は
一
七
隻
で
、
残
る
一
隻
は
補

給
艦
で
あ
る
。長
州
藩
、
小
倉
藩
の
砲
台
の
位
置
も
記
さ
れ
て
い
る
。

【
図
２
】

図
中
央
右
に
「
六
月
五
日
戦
争
之
図
」
と
あ
る
が
、
書

き
（
写
し
）
誤
り
で
、「
八
月
五
日
」
が
正
し
い
。
図
上
部
に
前
田
砲

台
～
長
府
間
の
沿
岸
線
、
下
部
に
九
州
の
沿
岸
線
（
早
鞆
～
太
刀
の

浦
間
）
を
描
き
、
こ
の
海
域
で
の
こ
の
日
の
艦
隊
の
動
き
を
線
描
す

る
。
左
側
に
「
戦
争
八
月
五
日
未
下
刻
ゟ
始
、
申
刻
七
歩
ニ
終
ル
」

と
あ
り
、
戦
闘
が
未
下
刻
（

時
前
後
）
に
始
ま
り
、
申
七
歩
（

時

前
後
）
頃
終
わ
っ
た
と
記
す
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
砲
撃
開
始
は

時
頃
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
記
述
は
軍
艦
が
動
き
始
め
た
時
期
を
指

す
と
思
わ
れ
る
。

本
図
の
特
徴
は
艦
隊
の
動
き
が
描
か
れ
る
点
で
あ
る
。
砲
撃
開
始

に
先
立
ち
、
一
八
隻
の
う
ち
八
隻
（「
い
」
と
表
記
）
が
田
ノ
浦
沖
へ
、

さ
ら
に
八
隻
（「
ろ
」
と
表
記
）
が
長
府
沖
へ
移
動
し
た
動
き
を
前
者
は

墨
で
、
後
者
は
朱
で
線
描
す
る
。
長
府
沖
に
進
ん
だ
「
ろ
」
の
内
二

隻
が
前
田
砲
台
沖
に
進
ん
だ
が
、「
無
砲
ニ
テ
乗
試
」と
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
時
は
砲
撃
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
の
ち
「
い
」「
ろ
」
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
二
隻
一
組
で
交
互
に
前
田
砲
台
沖
に
進
み
、
砲
台
へ
攻
撃

を
加
え
て
い
る
。
二
隻
一
組
の
攻
撃
は
四
回
繰
り
返
さ
れ
、
最
終
的

（
３
）

（
４
）

（
５
）

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

三
〇



に
絵
図
中
央
に
集
結
し
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。

な
お
こ
の
日
、
艦
隊
か
ら
の
上
陸
部
隊
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
情
報

は
絵
図
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

【
図
３
】

「
六
月
六
日
戦
争
之
図
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
書
き
（
写

し
）
間
違
い
で
「
八
月
」
が
正
し
い
。
下
関
戦
争
中
も
っ
と
も
激
戦

で
あ
っ
た
六
日
の
戦
い
を
描
く
。

こ
の
日
は
卯
上
刻
（
５
時
前
後
）
か
ら
砲
撃
が
始
ま
っ
た
が
、
本
図

が
描
く
の
は
巳
上
刻
（
９
時
前
後
）
以
降
の
戦
闘
で
あ
る
。
同
刻
、
四

ヶ
国
軍
艦
か
ら
端
船
（
上
陸
用
舟
艇
、
バ
ッ
テ
ー
ラ
）
で
陸
戦
隊
が
前
田
・

壇
ノ
浦
砲
台
へ
上
陸
し
て
戦
闘
と
な
り
、
そ
の
後
壇
ノ
浦
の
上
陸
部

隊
が
未
刻
（

～

時
頃
）
に
前
田
砲
台
へ
移
動
、
申
刻
（

～

時
頃
）
に
制
圧
、
そ
の
後
角
石
陣
屋
へ
進
撃
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

ま
た
申
刻
に
は
軍
艦
が
下
関
・
長
府
へ
砲
撃
し
火
の
手
が
あ
が
っ
た

こ
と
も
描
か
れ
て
い
る
。
戦
闘
は
こ
の
日
で
ほ
ぼ
大
勢
が
決
ま
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
九
州
側
の
「
カ
サ
シ
山
」
部
分
に
「
此
山
上

ヨ
リ
見
取
図
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
図
が
こ
の
山
上
か

ら
戦
争
を
監
視
し
て
い
た
人
物
に
よ
り
描
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
図
４
】

「
八
月
七
日
戦
争
之
図
」
と
あ
る
よ
う
に
七
日
の
戦
闘

を
描
く
。
こ
の
日
も
端
船
で
陸
戦
隊
が
前
田
砲
台
へ
上
陸
し
た
様
子

が
描
か
れ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が
砲
台
に
残
っ
て
い
た
諸
物
品
を
焼

き
払
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
端
船
の
兵
士
が
「
流
星
ノ
如
ク
ナ
ル

モ
ノ
打
出
」
と
も
あ
る
。
ま
た
、
連
合
国
軍
艦
が
下
関
の
長
府
藩
米

蔵
へ
一
五
回
砲
撃
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
北
九
州
の
大
津
保
に
戦
死
し
た
外
国
人
兵
士
二
人
が
埋
葬

さ
れ
た
と
い
う
記
載
も
あ
る
。

【
図
５
】

「
八
月
八
日
戦
争
之
図
」
と
あ
る
よ
う
に
、
八
日
の
戦

闘
を
描
く
。
こ
の
日
連
合
国
軍
艦
は
彦
島
を
攻
撃
し
た
が
、
図
５
は

そ
の
う
ち
午
前
中
の
攻
撃
を
説
明
す
る
。
卯
中
刻
（
７
時
頃
）
、
四
隻

の
軍
艦
が
彦
島
砲
台
を
攻
撃
し
た
。
こ
こ
で
も
二
隻
一
組
で
砲
撃
を

繰
り
返
し
、
辰
下
刻
（
９
時
頃
）
攻
撃
が
終
了
し
た
。
攻
撃
は
「
い
つ

れ
も
着
発
い
た
し
候
へ
と
も
焼
上
り
ハ
無
之
、
又
海
中
江
落
込
も
ア

リ
」
と
あ
り
、
着
弾
後
炎
上
す
る
よ
う
な
事
態
で
は
な
か
っ
た
。

巳
上
刻
（
９
～

時
頃
）
に
彦
島
本
村
へ
向
け
五
～
六
発
の
砲
撃
が

あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

【
図
６
】

日
付
は
な
い
が
、
八
日
午
前
か
ら
午
後
に
か
け
て
の
彦

島
へ
の
攻
撃
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
巳
中
刻
（

時
前
後
）
、
軍
艦

四
隻
が
彦
島
砲
台
前
に
進
み
砲
撃
を
行
っ
た
。
四
隻
の
軍
艦
が
図
右

側
か
ら
左
側
へ
と
移
動
し
た
経
路
が
線
描
さ
れ
る
。軍
艦
に
は「
い
」

「
は
」「
に
」
「
ほ
」
の
記
号
が
付
さ
れ
、
ど
の
艦
が
ど
こ
に
移
動
し

た
の
か
も
わ
か
る
。
未
上
刻
（

～

時
頃
）
、
彦
島
の
三
軒
家
の
山

手
が
オ
ラ
ン
ダ
船
の
攻
撃
で
炎
上
し
た
こ
と
、
申
上
刻
（

～

時

頃
）
、
砲
撃
に
よ
り
彦
島
の
陣
屋
が
炎
上
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い

る
。
各
軍
艦
に
つ
き
、「
砲
門
十
六
」「
砲
門
十
八
」「
砲
門
不
分
」
な

ど
砲
数
も
注
記
さ
れ
る
。

（
６
）

日
の
長
州
藩
の
攘
夷
決
行
、
米
・
仏
・
蘭
船
へ
の
攻
撃
に
対
す
る
報

復
と
い
う
側
面
も
有
し
た
が
、
む
し
ろ
各
国
の
大
き
な
意
図
は
、
当

時
最
大
の
攘
夷
勢
力
で
あ
っ
た
長
州
藩
へ
打
撃
を
与
え
下
関
・
瀬
戸

内
海
の
自
由
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
、
そ
し
て
幕
府
の
横
浜
鎖
港
方

針
を
撤
回
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

長
州
藩
は
、
同
年
七
月
の
禁
門
の
変
で
大
打
撃
を
う
け
危
機
的
状

況
に
あ
る
中
、
下
関
戦
争
に
直
面
し
た
。
戦
争
後
藩
内
で
は
保
守
派

（
俗
論
派
）
が
政
治
的
実
権
を
握
り
、
尊
攘
派
（
正
義
派
）
を
弾
圧
、

続
く
第
一
次
幕
長
戦
争
で
は
幕
府
へ
の
恭
順
を
示
し
た
。
し
か
し
同

年
十
二
月
、
高
杉
晋
作
に
よ
る
功
山
寺
決
起
を
契
機
に
藩
内
は
内
戦

状
態
と
な
り
、
結
果
保
守
派
は
政
治
的
勢
力
を
失
い
、
元
治
二
年
（
慶

応
元
年
）
三
月
、
藩
内
に
抗
幕
政
権
が
成
立
し
た
。
下
関
戦
争
は
、
幕

末
長
州
藩
に
お
け
る
大
き
な
画
期
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

一

絵
図
の
内
容

（
１
）
各
図
の
内
容
お
よ
び
文
字
情
報

各
絵
図
の
大
き
さ
は
い
ず
れ
も
ほ
ぼ

×

㎝
、
Ｂ
４
よ
り
一

回
り
大
き
い
。
墨
と
朱
で
描
か
れ
る
。
内
容
を
説
明
す
る
文
字
情
報

も
多
数
あ
る
。
文
末
に
絵
図
と
文
字
部
分
を
翻
刻
し
た
写
真
を
な
ら

べ
て
掲
載
し
た
。
以
下
、
各
図
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
な
お
、
各
図

は
時
系
列
で
並
べ
便
宜
的
に
図
１
～

の
番
号
を
付
し
た
。

【
図
１
】

上
部
に
下
関
～
長
府
間
の
沿
岸
線
、
下
部
に
西
は
筑
前
・

豊
前
境
か
ら
東
は
企
救
半
島
東
岸
・
柄
杓
田
ま
で
の
九
州
沿
岸
線
、

中
央
左
に
彦
島
、
右
に
集
結
し
た
四
ヶ
国
艦
隊
を
描
く
。
日
付
は
な

い
が
戦
争
直
前
の
八
月
四
日
と
考
え
ら
れ
る
。
艦
船
は
一
八
隻
描
か

れ
る
が
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
軍
艦
は
一
七
隻
で
、
残
る
一
隻
は
補

給
艦
で
あ
る
。長
州
藩
、
小
倉
藩
の
砲
台
の
位
置
も
記
さ
れ
て
い
る
。

【
図
２
】

図
中
央
右
に
「
六
月
五
日
戦
争
之
図
」
と
あ
る
が
、
書

き
（
写
し
）
誤
り
で
、「
八
月
五
日
」
が
正
し
い
。
図
上
部
に
前
田
砲

台
～
長
府
間
の
沿
岸
線
、
下
部
に
九
州
の
沿
岸
線
（
早
鞆
～
太
刀
の

浦
間
）
を
描
き
、
こ
の
海
域
で
の
こ
の
日
の
艦
隊
の
動
き
を
線
描
す

る
。
左
側
に
「
戦
争
八
月
五
日
未
下
刻
ゟ
始
、
申
刻
七
歩
ニ
終
ル
」

と
あ
り
、
戦
闘
が
未
下
刻
（

時
前
後
）
に
始
ま
り
、
申
七
歩
（

時

前
後
）
頃
終
わ
っ
た
と
記
す
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
砲
撃
開
始
は

時
頃
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
記
述
は
軍
艦
が
動
き
始
め
た
時
期
を
指

す
と
思
わ
れ
る
。

本
図
の
特
徴
は
艦
隊
の
動
き
が
描
か
れ
る
点
で
あ
る
。
砲
撃
開
始

に
先
立
ち
、
一
八
隻
の
う
ち
八
隻
（「
い
」
と
表
記
）
が
田
ノ
浦
沖
へ
、

さ
ら
に
八
隻
（「
ろ
」
と
表
記
）
が
長
府
沖
へ
移
動
し
た
動
き
を
前
者
は

墨
で
、
後
者
は
朱
で
線
描
す
る
。
長
府
沖
に
進
ん
だ
「
ろ
」
の
内
二

隻
が
前
田
砲
台
沖
に
進
ん
だ
が
、「
無
砲
ニ
テ
乗
試
」と
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
時
は
砲
撃
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
の
ち
「
い
」「
ろ
」
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
二
隻
一
組
で
交
互
に
前
田
砲
台
沖
に
進
み
、
砲
台
へ
攻
撃

を
加
え
て
い
る
。
二
隻
一
組
の
攻
撃
は
四
回
繰
り
返
さ
れ
、
最
終
的

（
３
）

（
４
）

（
５
）

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

三
一



ア
は
絵
図
に
注
記
が
あ
り
、
作
成
者
が
九
州
側
の
山
に
登
り
戦
争

を
監
視
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
時
間
的
に
も
朝
早
く
か

ら
夕
方
ま
で
し
っ
か
り
と
戦
争
を
見
届
け
て
い
る
。
イ
・
ウ
は
、
下

関
戦
争
関
係
史
料
の
中
で
も
特
に
特
徴
的
な
点
と
い
え
る
。
戦
争
の

一
場
面
を
切
り
取
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
、
戦

況
の
推
移
、
状
況
の
変
化
が
詳
し
く
わ
か
る
。
連
合
国
軍
艦
や
兵
隊

の
動
き
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
の
は
、
欧
米
の
戦
争
の
や
り
方
、
軍
艦

や
兵
士
に
よ
る
攻
撃
の
仕
方
を
具
体
的
に
記
録
し
て
お
き
た
い
と
い

う
考
え
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
長
州
側
の
動
き
や
下
関
で

の
被
害
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

二

絵
図
作
成
の
背
景
お
よ
び
作
成
者

こ
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
背
景
、
お
よ
び
絵
図
の
作
成
者
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
絵
図
が
綴
じ
ら
れ
た
「
長
州
下
ノ
関
ニ
於
テ
仏

英
亜
蘭
戦
争
之
始
末
書
幷
絵
図
面
共
」
に
は
多
く
の
文
書
、
記
録
が

収
録
さ
れ
て
い
る

内
容
は
表
参
照

。
小
倉
藩
家
老
か
ら
同
藩
長
崎

聞
役
へ
宛
て
た
書
状
（
１
・
４
・
５
）
、
お
よ
び
作
成
・
宛
先
は
欠
く
が

下
関
戦
争
の
状
況
を
伝
え
る
２
・
３
・
７
の
文
書
は
、
小
倉
藩
が
長

崎
奉
行
所
へ
下
関
戦
争
の
概
況
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

は
小

倉
の
有
力
商
人
・
中
原
屋
嘉
兵
衛
が
津
田
喜
三
右
衛
門
・
諸
熊
祐
之

助
（
長
崎
奉
行
所
の
役
人
か
）
に
宛
て
た
書
状
で
、
こ
れ
も
戦
争
の
よ
う

す
を
伝
え
る
。

絵
図
と
の
関
係

で
特
に
注
目
し
た

い
の
が
８
で
あ
る
。

全
三
五
丁
か
ら
な

り
、
「
長
州
下
ノ
関

ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭

戦
争
之
始
末
書
幷

絵
図
面
共
」
の
大
半

を
占
め
る
。
作
成
者

や
提
出
先
に
関
す

る
記
載
は
な
い
。
八

月
四
日
か
ら
十
一

日
ま
で
の
下
関
戦

争
の
状
況
を
克
明

に
報
告
す
る
内
容

で
、
四
ヶ
国
軍
艦
お

よ
び
陸
戦
隊
の
動

き
、
長
州
藩
兵
の
動

き
、
講
和
交
渉
の
状

況
を
記
す
ほ
か
、
小

倉
藩
お
よ
び
九
州

№№ 文文書書名名（（仮仮題題）） 日日付付 差差出出人人 宛宛先先

小倉藩家老連署書状 8月6日
小笠原出雲・小笠原内匠・小宮
民部（小倉藩家老）

平林勘助（小倉藩長崎聞役）

八月五日戦争始末上申書 8月5日夜 － －

八月六日戦争始末上申書 8月6日午上刻 － －

小倉藩家老連署書状 8月10日
小笠原出雲・小笠原内匠・小宮
民部（小倉藩家老）

平林勘助（小倉藩長崎聞役）

小倉藩家老連署書状 8月10日
小笠原出雲・小笠原内匠・小宮
民部（小倉藩家老）

平林勘助（小倉藩長崎聞役）

小倉藩士鎌田六左衛門書状 8月9日 鎌田六左衛門 平林勘助（小倉藩長崎聞役）

小倉藩士仏船通辞と相対の件書上 8月10日 － －

下下関関戦戦争争見見聞聞書書 88月月55～～1111日日 － －

小倉表より書状 8月7日申刻 小倉より

中原屋嘉兵衛(小倉の有力商人)書状 8月10日 津田喜三右衛門・諸熊祐之助

小倉表より書状 8月5日未上刻 小倉より

松平大膳太夫講和書 8月9日 松平大膳太夫 合衆国水師提督

表表 「長州下ノ関ニ於テ仏英亜蘭戦争之始末書并絵図面共」の収録内容一覧

（
７
）

（
８
）

【【
図図
７７
】】

日
付
は
な
い
が
、
図
５
・
６
同
様
、
八
日
の
戦
闘
を
描

い
た
図
で
、
下
関
市
街
を
砲
撃
す
る
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
を
描
く
。
艦
船

上
に
は
フ
ラ
ン
ス
国
旗
が
み
え
る
。
午
上
刻
（

～

時
頃
）
か
ら
下

関
市
街
に
向
け
繰
り
返
し
砲
撃
が
あ
っ
た
が
、
着
弾
後
の
火
災
は
発

生
し
な
か
っ
た
と
記
す
。
ま
た
、
端
船
で
の
陸
戦
隊
上
陸
も
描
か
れ

る
。火
の
山
裏
手
で
陸
戦
隊
に
よ
る
戦
闘
が
あ
り
、辰
中
刻
（
８
時
頃
）

か
ら
銃
声
が
聞
こ
え
、
未
上
刻
（

時
頃
）
に
砲
声
が
止
ん
だ
と
記
す
。

【【
図図
８８
】】

こ
の
図
も
日
付
は
な
い
が
八
日
の
動
向
を
描
く
。
右
側

に
砲
撃
す
る
四
隻
の
軍
艦
、
左
側
に
帆
船
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の

日
、
彦
島
の
三
軒
家
に
碇
泊
し
て
い
た
民
間
の
帆
船
が
出
港
し
た
と

こ
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
船
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
。
図
で
は
四
隻
と
も
砲
撃
し
て
い
る
が
、
左
側
の
注
記
に
は
「
英

船
ヨ
リ
砲
発
」
と
の
み
あ
る
。
幸
い
に
帆
船
に
着
弾
は
し
な
か
っ
た

も
の
の
船
近
く
に
砲
弾
が
落
ち
た
と
い
う
。

【【
図図
９９
】】

「
八
月
九
日
戦
争
之
図
」
と
あ
り
、
九
日
の
戦
況
を
描

い
た
図
で
あ
る
。
上
部
左
に
彦
島
、
右
に
下
関
市
街
、
下
部
に
北
九

州
を
描
き
、
海
域
中
央
に
は
五
隻
の
軍
艦
を
描
く
。
こ
の
う
ち
「
ろ
」

が
付
さ
れ
た
一
隻
は
、
右
端
に
描
か
れ
た
「
ろ
」
の
軍
艦
が
移
動
し

て
こ
の
位
置
に
碇
泊
し
た
こ
と
を
著
し
て
い
る
。
各
軍
艦
に
は
、
国

籍
を
表
す
「
エ
（
イ
ギ
リ
ス
）
」「
ラ
（
オ
ラ
ン
ダ
）
」「
フ
（
フ
ラ
ン
ス
）
」

の
文
字
も
記
さ
れ
る
。

こ
の
日
の
巳
上
刻
（
９
時
頃
）
、
端
船
で
陸
戦
隊
が
彦
島
に
上
陸
し

砲
台
に
残
る
物
品
を
焼
却
し
た
こ
と
、
辰
中
刻
（
８
時
頃
）
彦
島
の
山

中
村
で
火
の
手
が
あ
が
り
、
銃
声
が
聞
こ
え
た
が
、
本
格
的
な
戦
闘

が
発
生
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
る
。

【【
図図

】】

こ
の
図
も
「
八
月
九
日
戦
争
之
図
」
と
あ
る
。
上
部
、

本
州
側
は
八
軒
家
・
壇
ノ
浦
か
ら
長
府
、
さ
ら
に
は
吉
田
、「
カ
ジ
（
王

司
の
誤
り
か
）
」「
ハ
フ
（
埴
生
）
」
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
海
域
に
一

二
隻
の
軍
艦
が
碇
泊
し
て
い
る
よ
う
す
が
描
か
れ
る
。
軍
事
行
動
と

し
て
は
、黒
門
周
辺
に
連
合
国
兵
士
が
上
陸
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

ま
た
、
北
九
州
側
の
大
津
保
に
八
日
、
外
国
人
戦
死
者
八
名
が
埋
葬

さ
れ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

北
九
州
側
、
早
鞆
の
箇
所
に
は
「
此
所
ゟ
見
取
之
図
」
と
あ
り
、

こ
こ
で
も
や
は
り
九
州
側
か
ら
監
視
し
た
内
容
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
２
）
一
〇
枚
の
絵
図
の
特
徴
、
史
料
的
価
値

こ
れ
ら
絵
図
の
特
徴
、
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
以
下
の

三
点
を
指
摘
し
た
い
。

ア
下
関
戦
争
を
北
九
州
側
か
ら
見
て
い
た
（
監
視
し
て
い
た
）
人
物

が
作
成
し
た
絵
図
で
あ
る
こ
と

イ
戦
争
の
推
移
、
特
に
連
合
国
の
軍
艦
や
兵
士
の
動
き
を
ビ
ジ
ュ

ア
ル
な
形
で
詳
細
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

ウ
絵
図
の
枚
数
が
多
く
、
八
月
四
日
～
九
日
の
状
況
が
連
続
し
て

描
か
れ
て
い
る
こ
と

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

三
二



ア
は
絵
図
に
注
記
が
あ
り
、
作
成
者
が
九
州
側
の
山
に
登
り
戦
争

を
監
視
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
時
間
的
に
も
朝
早
く
か

ら
夕
方
ま
で
し
っ
か
り
と
戦
争
を
見
届
け
て
い
る
。
イ
・
ウ
は
、
下

関
戦
争
関
係
史
料
の
中
で
も
特
に
特
徴
的
な
点
と
い
え
る
。
戦
争
の

一
場
面
を
切
り
取
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
、
戦

況
の
推
移
、
状
況
の
変
化
が
詳
し
く
わ
か
る
。
連
合
国
軍
艦
や
兵
隊

の
動
き
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
の
は
、
欧
米
の
戦
争
の
や
り
方
、
軍
艦

や
兵
士
に
よ
る
攻
撃
の
仕
方
を
具
体
的
に
記
録
し
て
お
き
た
い
と
い

う
考
え
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
長
州
側
の
動
き
や
下
関
で

の
被
害
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

二

絵
図
作
成
の
背
景
お
よ
び
作
成
者

こ
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
背
景
、
お
よ
び
絵
図
の
作
成
者
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
絵
図
が
綴
じ
ら
れ
た
「
長
州
下
ノ
関
ニ
於
テ
仏

英
亜
蘭
戦
争
之
始
末
書
幷
絵
図
面
共
」
に
は
多
く
の
文
書
、
記
録
が

収
録
さ
れ
て
い
る

内
容
は
表
参
照

。
小
倉
藩
家
老
か
ら
同
藩
長
崎

聞
役
へ
宛
て
た
書
状
（
１
・
４
・
５
）
、
お
よ
び
作
成
・
宛
先
は
欠
く
が

下
関
戦
争
の
状
況
を
伝
え
る
２
・
３
・
７
の
文
書
は
、
小
倉
藩
が
長

崎
奉
行
所
へ
下
関
戦
争
の
概
況
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

は
小

倉
の
有
力
商
人
・
中
原
屋
嘉
兵
衛
が
津
田
喜
三
右
衛
門
・
諸
熊
祐
之

助
（
長
崎
奉
行
所
の
役
人
か
）
に
宛
て
た
書
状
で
、
こ
れ
も
戦
争
の
よ
う

す
を
伝
え
る
。

絵
図
と
の
関
係

で
特
に
注
目
し
た

い
の
が
８
で
あ
る
。

全
三
五
丁
か
ら
な

り
、
「
長
州
下
ノ
関

ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭

戦
争
之
始
末
書
幷

絵
図
面
共
」
の
大
半

を
占
め
る
。
作
成
者

や
提
出
先
に
関
す

る
記
載
は
な
い
。
八

月
四
日
か
ら
十
一

日
ま
で
の
下
関
戦

争
の
状
況
を
克
明

に
報
告
す
る
内
容

で
、
四
ヶ
国
軍
艦
お

よ
び
陸
戦
隊
の
動

き
、
長
州
藩
兵
の
動

き
、
講
和
交
渉
の
状

況
を
記
す
ほ
か
、
小

倉
藩
お
よ
び
九
州

№№ 文文書書名名（（仮仮題題）） 日日付付 差差出出人人 宛宛先先

小倉藩家老連署書状 8月6日
小笠原出雲・小笠原内匠・小宮
民部（小倉藩家老）

平林勘助（小倉藩長崎聞役）

八月五日戦争始末上申書 8月5日夜 － －

八月六日戦争始末上申書 8月6日午上刻 － －

小倉藩家老連署書状 8月10日
小笠原出雲・小笠原内匠・小宮
民部（小倉藩家老）

平林勘助（小倉藩長崎聞役）

小倉藩家老連署書状 8月10日
小笠原出雲・小笠原内匠・小宮
民部（小倉藩家老）

平林勘助（小倉藩長崎聞役）

小倉藩士鎌田六左衛門書状 8月9日 鎌田六左衛門 平林勘助（小倉藩長崎聞役）

小倉藩士仏船通辞と相対の件書上 8月10日 － －

下下関関戦戦争争見見聞聞書書 88月月55～～1111日日 － －

小倉表より書状 8月7日申刻 小倉より

中原屋嘉兵衛(小倉の有力商人)書状 8月10日 津田喜三右衛門・諸熊祐之助

小倉表より書状 8月5日未上刻 小倉より

松平大膳太夫講和書 8月9日 松平大膳太夫 合衆国水師提督

表表 「長州下ノ関ニ於テ仏英亜蘭戦争之始末書并絵図面共」の収録内容一覧

（
７
）

（
８
）

【【
図図
７７
】】

日
付
は
な
い
が
、
図
５
・
６
同
様
、
八
日
の
戦
闘
を
描

い
た
図
で
、
下
関
市
街
を
砲
撃
す
る
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
を
描
く
。
艦
船

上
に
は
フ
ラ
ン
ス
国
旗
が
み
え
る
。
午
上
刻
（

～

時
頃
）
か
ら
下

関
市
街
に
向
け
繰
り
返
し
砲
撃
が
あ
っ
た
が
、
着
弾
後
の
火
災
は
発

生
し
な
か
っ
た
と
記
す
。
ま
た
、
端
船
で
の
陸
戦
隊
上
陸
も
描
か
れ

る
。火
の
山
裏
手
で
陸
戦
隊
に
よ
る
戦
闘
が
あ
り
、辰
中
刻
（
８
時
頃
）

か
ら
銃
声
が
聞
こ
え
、
未
上
刻
（

時
頃
）
に
砲
声
が
止
ん
だ
と
記
す
。

【【
図図
８８
】】

こ
の
図
も
日
付
は
な
い
が
八
日
の
動
向
を
描
く
。
右
側

に
砲
撃
す
る
四
隻
の
軍
艦
、
左
側
に
帆
船
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の

日
、
彦
島
の
三
軒
家
に
碇
泊
し
て
い
た
民
間
の
帆
船
が
出
港
し
た
と

こ
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
船
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
。
図
で
は
四
隻
と
も
砲
撃
し
て
い
る
が
、
左
側
の
注
記
に
は
「
英

船
ヨ
リ
砲
発
」
と
の
み
あ
る
。
幸
い
に
帆
船
に
着
弾
は
し
な
か
っ
た

も
の
の
船
近
く
に
砲
弾
が
落
ち
た
と
い
う
。

【【
図図
９９
】】

「
八
月
九
日
戦
争
之
図
」
と
あ
り
、
九
日
の
戦
況
を
描

い
た
図
で
あ
る
。
上
部
左
に
彦
島
、
右
に
下
関
市
街
、
下
部
に
北
九

州
を
描
き
、
海
域
中
央
に
は
五
隻
の
軍
艦
を
描
く
。
こ
の
う
ち
「
ろ
」

が
付
さ
れ
た
一
隻
は
、
右
端
に
描
か
れ
た
「
ろ
」
の
軍
艦
が
移
動
し

て
こ
の
位
置
に
碇
泊
し
た
こ
と
を
著
し
て
い
る
。
各
軍
艦
に
は
、
国

籍
を
表
す
「
エ
（
イ
ギ
リ
ス
）
」「
ラ
（
オ
ラ
ン
ダ
）
」「
フ
（
フ
ラ
ン
ス
）
」

の
文
字
も
記
さ
れ
る
。

こ
の
日
の
巳
上
刻
（
９
時
頃
）
、
端
船
で
陸
戦
隊
が
彦
島
に
上
陸
し

砲
台
に
残
る
物
品
を
焼
却
し
た
こ
と
、
辰
中
刻
（
８
時
頃
）
彦
島
の
山

中
村
で
火
の
手
が
あ
が
り
、
銃
声
が
聞
こ
え
た
が
、
本
格
的
な
戦
闘

が
発
生
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
る
。

【【
図図

】】

こ
の
図
も
「
八
月
九
日
戦
争
之
図
」
と
あ
る
。
上
部
、

本
州
側
は
八
軒
家
・
壇
ノ
浦
か
ら
長
府
、
さ
ら
に
は
吉
田
、「
カ
ジ
（
王

司
の
誤
り
か
）
」「
ハ
フ
（
埴
生
）
」
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
海
域
に
一

二
隻
の
軍
艦
が
碇
泊
し
て
い
る
よ
う
す
が
描
か
れ
る
。
軍
事
行
動
と

し
て
は
、黒
門
周
辺
に
連
合
国
兵
士
が
上
陸
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

ま
た
、
北
九
州
側
の
大
津
保
に
八
日
、
外
国
人
戦
死
者
八
名
が
埋
葬

さ
れ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

北
九
州
側
、
早
鞆
の
箇
所
に
は
「
此
所
ゟ
見
取
之
図
」
と
あ
り
、

こ
こ
で
も
や
は
り
九
州
側
か
ら
監
視
し
た
内
容
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
２
）
一
〇
枚
の
絵
図
の
特
徴
、
史
料
的
価
値

こ
れ
ら
絵
図
の
特
徴
、
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
以
下
の

三
点
を
指
摘
し
た
い
。

ア
下
関
戦
争
を
北
九
州
側
か
ら
見
て
い
た
（
監
視
し
て
い
た
）
人
物

が
作
成
し
た
絵
図
で
あ
る
こ
と

イ
戦
争
の
推
移
、
特
に
連
合
国
の
軍
艦
や
兵
士
の
動
き
を
ビ
ジ
ュ

ア
ル
な
形
で
詳
細
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

ウ
絵
図
の
枚
数
が
多
く
、
八
月
四
日
～
九
日
の
状
況
が
連
続
し
て

描
か
れ
て
い
る
こ
と

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

三
三



の
は
、「
公
武
御
達
控
」
に
収
録
さ
れ
た
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」

と
内
容
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。

「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
は
、
下
関
戦
争
の
戦
況
を
報
告
す
る

た
め
八
月
五
日
か
ら
十
一
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
９
点
の
文
書
（
報

告
書
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
概
略
を
以
下
に
示
す
（
①
～
⑨
は
便
宜

的
に
付
し
た
も
の
）
。

長
州
戦
争
始
末
風
聞
書

絵
図
面
ハ
絵
図
袋
へ
入
置

一
先
達
而
中
、
筑
前
国
若
松
詰
之
内
家
士
小
倉
家
へ
使
者
来
り
、
此
度

長
州
へ
異
船
襲
来
も
有
之
候
ハ
ヽ
他
ニ
ハ
格
別
応
援
ハ
相
聞
候
ニ
付
、

小
倉
領
海
之
内
白
木
崎
を
借
受
度
談
有
之
（
略
）

（
三
ヶ
条
略
）

右
探
索
仕
廉
々
御
内
密
申
上
候
、
以
上

子
八
月
五
日

一
長
州
へ
異
船
襲
来
之
儀
、
日
々
相
待
居
候
処
、
当
八
月
三
日
豊
後
国
姫

島
沖
手
へ
異
艦
三
隻
相
見
、
右
ハ
類
船
待
合
候
由
（
略
）

（
二
ヶ
条
略
）

右
者
兵
端
を
開
候
後
委
細
申
上
候
心
得
ニ
御
座
候
へ
共
、
次
第
ニ
延

引
相
成
候
ニ
付
、
先
異
艦
襲
来
之
次
第
、
小
倉
藩
士
応
接
之
模
様
申
上

候
、
猶
以
後
相
変
儀
次
第
可
申
上
候
、
以
上

子
八
月

（
③
～
⑤
文
書
略
）

八
月
七
日
戦
争
別
紙
絵
図
面
之
手
続
左
ニ
申
上
候

一
小
倉
領
大
津
保
前
海
へ
船
繋
り
居
候
亜
船
ゟ
八
軒
家
脇
手
長
府
藩
米

蔵
へ
向
け
屢
炮
発
凡
十
五
発
も
打
込
ミ
候
得
共
（
略
）

（
三
ヶ
条
略
）

右
七
日
戦
争
之
始
末
ニ
御
座
候

八
月
八
日
戦
争
見
取
別
紙
絵
図
面
之
手
続
左
ニ
申
上
候

一
小
倉
城
下
ゟ
行
程
壱
里
内
裡
住
吉
と
申
所
ニ
而
見
取
候
節
、
英
仏
蘭

之
軍
艦
岸
流
島
近
海
へ
並
ひ
船
繋
居
（
略
）

（
三
ヶ
条
略
）

右
八
日
戦
争
の
始
末
ニ
御
座
候

一
八
月
九
日
戦
争
無
之
、
小
倉
城
下
ゟ
壱
里
半
内
裡
ゟ
見
取
図
之
通
英

仏
蘭
之
軍
艦
彦
島
炮
台
前
へ
碇
泊
（
略
）

（
一
〇
ヶ
条
略
）

右
者
別
紙
麁
絵
図
三
通
之
手
続
書
ニ
御
座
候
、
以
上

一
今
十
一
日
未
上
刻
比
長
州
襲
来
之
異
艦
之
内
仏
軍
艦
壱
隻
小
倉
前
海

下
手
江
乗
参
り
申
候
、
自
然
崎
港
ニ
入
船
致
し
候
哉
難
計
奉
存
候

（
一
一
ヶ
条
略
）

右
探
索
仕
候
廉
々
申
上
候
、
以
上

子
八
月
十
一
日

（
以
下
、
下
げ
札
部
分
略
）

「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
を
構
成
す
る
九
点
の
文
書
は
、
下
関
戦

争
の
概
況
、
小
倉
藩
な
ど
九
州
諸
藩
の
動
向
な
ど
を
見
聞
き
し
、「
探

①②

⑥⑦⑧⑨

諸
藩
（
福
岡
藩
・
平
戸
藩
等
）
の
動
き
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
明
ら
か
に

実
際
に
現
地
で
状
況
を
見
、
情
報
を
集
め
た
人
物
が
記
述
し
た
も
の

で
あ
る
。
題
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
仮
に
「
下
関
戦
争
見
聞

書
」
と
し
て
お
く
。

こ
の
「
下
関
戦
争
見
聞
書
」
に
は
、
一
〇
枚
の
絵
図
と
一
体
の
内

容
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
述
が
み
え
る
。例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
八
月
六
日
戦
争
、
小
倉
城
下
よ
り
北
方
に
当
り
候
内
裡
（
大
里
）
後

手
カ
サ
シ
山
に
登
り
、
麁
絵
図
面
の
通
見
取
申
候
、
尤
右
山
麓
よ
り

山
上
迄
一
里
の
登
り
に
て
戦
場
は
眼
下
に
見
え
申
候

小
倉
城
下
の
北
方
、
大
里
の
後
手
の
「
カ
サ
シ
山
」
に
登
り
、
海
峡

で
の
戦
闘
の
様
子
を
見
、「
麁
絵
図
面
」
の
よ
う
に
記
し
た
と
あ
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
六
日
の
戦
況
を
描
く
【
図
６
】
に
は
「
カ
サ
シ
山
」

の
地
名
と
「
此
山
上
ヨ
リ
見
取
之
図
」
と
の
注
記
が
あ
る
。

同
様
の
例
を
も
う
ひ
と
つ
あ
げ
る
。

一
八
月
九
日
戦
争
無
御
座
、
小
倉
城
下
よ
り
壱
里
半
内
裡
（
大
里
）
よ

り
見
取
候
図
の
通
り
、
英
仏
蘭
の
軍
艦
彦
島
砲
台
前
海
へ
碇
泊
、
辰

の
上
刻
頃
、
右
三
隻
の
歩
兵
端
船
よ
り
凡
百
五
拾
人
計
り
彦
島
へ
上

陸
（
下
略
）

九
日
に
彦
島
へ
英
仏
蘭
軍
艦
の
陸
戦
隊
が
上
陸
し
た
状
況
に
つ
い
て

は
、
大
里
か
ら
見
た
様
子
を
描
い
た
図
（「
見
取
候
図
」）
の
と
お
り
で

あ
る
と
記
す
が
、
こ
れ
は
【
図
９
】
に
「
内
裡

此
所
ゟ
見
取
図
」

と
あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
。
以
上
の
例
か
ら
、
一
〇
枚
の
絵
図
は
「
下

関
戦
争
見
聞
書
」
と
一
体
の
も
の
、
同
書
に
添
付
さ
れ
た
絵
図
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
で
は
こ
の
作
成
者
は
誰
な
の
か
。

こ
の
解
答
を
得
る
史
料
が
、
幕
末
期
会
津
藩
の
藩
庁
記
録
「
公
武

御
達
控
」
の
中
に
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
会
津
藩
主
松
平
容
保
は
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
京
都
守
護
職
に
就
任
し
、
以
後
、
幕
末
政
局
の

中
心
地
京
都
を
管
轄
す
る
重
要
任
務
を
負
う
。
こ
の
た
め
、
こ
の
時

期
に
幕
府
中
枢
の
一
員
と
し
て
収
受
し
た
文
書
が
会
津
藩
に
残
り
、

そ
れ
ら
が
「
公
武
御
達
控
」
に
控
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
な
か
に
、
元
治
元
年
八
月
二
十
五
日
、
大
坂
城
代
松
平
信
古

が
幕
府
老
中
稲
葉
正
邦
、
京
都
守
護
職
松
平
容
保
、
京
都
所
司
代
松

平
定
敬
に
宛
て
た
書
状
が
残
る
。
下
関
戦
争
後
、
参
戦
し
た
フ
ラ
ン

ス
軍
艦
一
隻
が
長
崎
に
来
港
し
た
こ
と
か
ら
、
長
崎
奉
行
所
が
そ
の

意
図
や
今
後
の
動
向
に
つ
き
尋
問
し
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
後
長
崎

奉
行
所
が
船
を
下
関
方
面
に
派
遣
し
、
ま
だ
碇
泊
中
で
あ
っ
た
各
国

軍
艦
へ
尋
問
し
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
る
内
容
で
あ
る
。
長
崎
奉
行
所

は
、
下
関
戦
争
後
、
各
国
が
大
坂
表
へ
艦
隊
を
進
め
る
こ
と
を
恐
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

松
平
信
古
は
こ
の
書
状
に
あ
わ
せ
て
、「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
図

面
」
お
よ
び「
小
笠
原
大
膳
大
夫
家
来
ゟ
長
崎
奉
行
へ
届
出
候
書
類
」

な
ら
び
に
「
仏
人
長
崎
港
入
津
長
門
守
対
話
書
」
な
ど
の
資
料
を
送

付
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
図
面
」
で
、

そ
の
具
体
的
中
身
も
「
公
武
御
達
控
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
（
絵
図
は

未
収
録
）
。
実
は
本
稿
で
「
下
関
戦
争
見
聞
書
」
と
仮
題
を
付
け
た
も

（
９
）

（

）

（

）

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

三
四



の
は
、「
公
武
御
達
控
」
に
収
録
さ
れ
た
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」

と
内
容
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。

「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
は
、
下
関
戦
争
の
戦
況
を
報
告
す
る

た
め
八
月
五
日
か
ら
十
一
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
９
点
の
文
書
（
報

告
書
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
概
略
を
以
下
に
示
す
（
①
～
⑨
は
便
宜

的
に
付
し
た
も
の
）
。

長
州
戦
争
始
末
風
聞
書

絵
図
面
ハ
絵
図
袋
へ
入
置

一
先
達
而
中
、
筑
前
国
若
松
詰
之
内
家
士
小
倉
家
へ
使
者
来
り
、
此
度

長
州
へ
異
船
襲
来
も
有
之
候
ハ
ヽ
他
ニ
ハ
格
別
応
援
ハ
相
聞
候
ニ
付
、

小
倉
領
海
之
内
白
木
崎
を
借
受
度
談
有
之
（
略
）

（
三
ヶ
条
略
）

右
探
索
仕
廉
々
御
内
密
申
上
候
、
以
上

子
八
月
五
日

一
長
州
へ
異
船
襲
来
之
儀
、
日
々
相
待
居
候
処
、
当
八
月
三
日
豊
後
国
姫

島
沖
手
へ
異
艦
三
隻
相
見
、
右
ハ
類
船
待
合
候
由
（
略
）

（
二
ヶ
条
略
）

右
者
兵
端
を
開
候
後
委
細
申
上
候
心
得
ニ
御
座
候
へ
共
、
次
第
ニ
延

引
相
成
候
ニ
付
、
先
異
艦
襲
来
之
次
第
、
小
倉
藩
士
応
接
之
模
様
申
上

候
、
猶
以
後
相
変
儀
次
第
可
申
上
候
、
以
上

子
八
月

（
③
～
⑤
文
書
略
）

八
月
七
日
戦
争
別
紙
絵
図
面
之
手
続
左
ニ
申
上
候

一
小
倉
領
大
津
保
前
海
へ
船
繋
り
居
候
亜
船
ゟ
八
軒
家
脇
手
長
府
藩
米

蔵
へ
向
け
屢
炮
発
凡
十
五
発
も
打
込
ミ
候
得
共
（
略
）

（
三
ヶ
条
略
）

右
七
日
戦
争
之
始
末
ニ
御
座
候

八
月
八
日
戦
争
見
取
別
紙
絵
図
面
之
手
続
左
ニ
申
上
候

一
小
倉
城
下
ゟ
行
程
壱
里
内
裡
住
吉
と
申
所
ニ
而
見
取
候
節
、
英
仏
蘭

之
軍
艦
岸
流
島
近
海
へ
並
ひ
船
繋
居
（
略
）

（
三
ヶ
条
略
）

右
八
日
戦
争
の
始
末
ニ
御
座
候

一
八
月
九
日
戦
争
無
之
、
小
倉
城
下
ゟ
壱
里
半
内
裡
ゟ
見
取
図
之
通
英

仏
蘭
之
軍
艦
彦
島
炮
台
前
へ
碇
泊
（
略
）

（
一
〇
ヶ
条
略
）

右
者
別
紙
麁
絵
図
三
通
之
手
続
書
ニ
御
座
候
、
以
上

一
今
十
一
日
未
上
刻
比
長
州
襲
来
之
異
艦
之
内
仏
軍
艦
壱
隻
小
倉
前
海

下
手
江
乗
参
り
申
候
、
自
然
崎
港
ニ
入
船
致
し
候
哉
難
計
奉
存
候

（
一
一
ヶ
条
略
）

右
探
索
仕
候
廉
々
申
上
候
、
以
上

子
八
月
十
一
日

（
以
下
、
下
げ
札
部
分
略
）

「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
を
構
成
す
る
九
点
の
文
書
は
、
下
関
戦

争
の
概
況
、
小
倉
藩
な
ど
九
州
諸
藩
の
動
向
な
ど
を
見
聞
き
し
、「
探

①②

⑥⑦⑧⑨

諸
藩
（
福
岡
藩
・
平
戸
藩
等
）
の
動
き
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
明
ら
か
に

実
際
に
現
地
で
状
況
を
見
、
情
報
を
集
め
た
人
物
が
記
述
し
た
も
の

で
あ
る
。
題
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
仮
に
「
下
関
戦
争
見
聞

書
」
と
し
て
お
く
。

こ
の
「
下
関
戦
争
見
聞
書
」
に
は
、
一
〇
枚
の
絵
図
と
一
体
の
内

容
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
述
が
み
え
る
。例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
八
月
六
日
戦
争
、
小
倉
城
下
よ
り
北
方
に
当
り
候
内
裡
（
大
里
）
後

手
カ
サ
シ
山
に
登
り
、
麁
絵
図
面
の
通
見
取
申
候
、
尤
右
山
麓
よ
り

山
上
迄
一
里
の
登
り
に
て
戦
場
は
眼
下
に
見
え
申
候

小
倉
城
下
の
北
方
、
大
里
の
後
手
の
「
カ
サ
シ
山
」
に
登
り
、
海
峡

で
の
戦
闘
の
様
子
を
見
、「
麁
絵
図
面
」
の
よ
う
に
記
し
た
と
あ
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
六
日
の
戦
況
を
描
く
【
図
６
】
に
は
「
カ
サ
シ
山
」

の
地
名
と
「
此
山
上
ヨ
リ
見
取
之
図
」
と
の
注
記
が
あ
る
。

同
様
の
例
を
も
う
ひ
と
つ
あ
げ
る
。

一
八
月
九
日
戦
争
無
御
座
、
小
倉
城
下
よ
り
壱
里
半
内
裡
（
大
里
）
よ

り
見
取
候
図
の
通
り
、
英
仏
蘭
の
軍
艦
彦
島
砲
台
前
海
へ
碇
泊
、
辰

の
上
刻
頃
、
右
三
隻
の
歩
兵
端
船
よ
り
凡
百
五
拾
人
計
り
彦
島
へ
上

陸
（
下
略
）

九
日
に
彦
島
へ
英
仏
蘭
軍
艦
の
陸
戦
隊
が
上
陸
し
た
状
況
に
つ
い
て

は
、
大
里
か
ら
見
た
様
子
を
描
い
た
図
（「
見
取
候
図
」）
の
と
お
り
で

あ
る
と
記
す
が
、
こ
れ
は
【
図
９
】
に
「
内
裡

此
所
ゟ
見
取
図
」

と
あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
。
以
上
の
例
か
ら
、
一
〇
枚
の
絵
図
は
「
下

関
戦
争
見
聞
書
」
と
一
体
の
も
の
、
同
書
に
添
付
さ
れ
た
絵
図
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
で
は
こ
の
作
成
者
は
誰
な
の
か
。

こ
の
解
答
を
得
る
史
料
が
、
幕
末
期
会
津
藩
の
藩
庁
記
録
「
公
武

御
達
控
」
の
中
に
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
会
津
藩
主
松
平
容
保
は
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
京
都
守
護
職
に
就
任
し
、
以
後
、
幕
末
政
局
の

中
心
地
京
都
を
管
轄
す
る
重
要
任
務
を
負
う
。
こ
の
た
め
、
こ
の
時

期
に
幕
府
中
枢
の
一
員
と
し
て
収
受
し
た
文
書
が
会
津
藩
に
残
り
、

そ
れ
ら
が
「
公
武
御
達
控
」
に
控
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
な
か
に
、
元
治
元
年
八
月
二
十
五
日
、
大
坂
城
代
松
平
信
古

が
幕
府
老
中
稲
葉
正
邦
、
京
都
守
護
職
松
平
容
保
、
京
都
所
司
代
松

平
定
敬
に
宛
て
た
書
状
が
残
る
。
下
関
戦
争
後
、
参
戦
し
た
フ
ラ
ン

ス
軍
艦
一
隻
が
長
崎
に
来
港
し
た
こ
と
か
ら
、
長
崎
奉
行
所
が
そ
の

意
図
や
今
後
の
動
向
に
つ
き
尋
問
し
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
後
長
崎

奉
行
所
が
船
を
下
関
方
面
に
派
遣
し
、
ま
だ
碇
泊
中
で
あ
っ
た
各
国

軍
艦
へ
尋
問
し
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
る
内
容
で
あ
る
。
長
崎
奉
行
所

は
、
下
関
戦
争
後
、
各
国
が
大
坂
表
へ
艦
隊
を
進
め
る
こ
と
を
恐
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

松
平
信
古
は
こ
の
書
状
に
あ
わ
せ
て
、「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
図

面
」
お
よ
び「
小
笠
原
大
膳
大
夫
家
来
ゟ
長
崎
奉
行
へ
届
出
候
書
類
」

な
ら
び
に
「
仏
人
長
崎
港
入
津
長
門
守
対
話
書
」
な
ど
の
資
料
を
送

付
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
図
面
」
で
、

そ
の
具
体
的
中
身
も
「
公
武
御
達
控
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
（
絵
図
は

未
収
録
）
。
実
は
本
稿
で
「
下
関
戦
争
見
聞
書
」
と
仮
題
を
付
け
た
も

（
９
）

（

）

（

）

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

三
五



平
山
成
信
は

幕
臣
平
山
省
斎

の
養
嗣
子
で
、
明

治
政
府
の
官
僚

と
し
て
活
躍
し

た
の
ち
、
明
治
二

十
七
年
（
一
八
九

四
）
貴
族
院
議
員
、
同
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
宮
中
顧
問
官
兼
別

当
と
な
り
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
か
ら
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
ま

で
枢
密
院
顧
問
を
務
め
た
。
一
方
、
元
長
州
藩
士
の
杉
孫
七
郎
は
、

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
山
口
藩
権
大
参
事
、
廃
藩
後
は
中
央
で
宮
中

官
僚
、
政
治
家
と
し
て
活
躍
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
か
ら
大
正

九
年
（
一
九
二
〇
）
に
枢
密
院
顧
問
官
を
務
め
た
（
吉
川
弘
文
館
『
国
史

大
辞
典
』）
。
近
代
毛
利
家
の
家
政
に
も
深
く
関
わ
る
。

平
山
と
杉
の
親
交
関
係
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
明
治

四
十
二
年
時
点
、
両
者
は
宮
中
顧
問
官
兼
別
当
と
枢
密
院
顧
問
官
と

し
て
宮
中
で
の
つ
な
が
り
を
持
つ
。
周
知
の
よ
う
に
、
明
治
期
の
毛

利
家
は
東
京
で
修
史
事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
平
山
は
、「
自

分
は
下
関
戦
争
に
関
す
る
史
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
毛
利
家
の

修
史
事
業
の
お
役
に
立
つ
な
ら
寄
贈
し
ま
す
よ
」
と
杉
に
申
し
出
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
平
山
は
「
長
州
下
ノ
関
ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭
戦
争

表紙の掛紙と毛利家文庫
所蔵印

図ａ（ 絵図 所収） 図ｂ（ 絵図 所収）

図ｃ（ 絵図 所収） 図ｄ 下関戦争図（萩博物館蔵）

索
」
し
た
内
容
を
日
々
報
告
す
る
（
原
形
は
お
そ
ら
く
一
紙
形
態
）
。
差

出
人
、
宛
先
の
記
載
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
最
終
的
に
大
坂
城
代
か

ら
幕
府
中
枢
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
作
成
者
は
、
下

関
戦
争
を
監
視
し
、「
探
索
」
す
る
任
務
を
帯
び
て
幕
府
か
ら
派
遣
さ

れ
た
人
物
（
以
下
「
探
索
人
」
と
す
る
）
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
派

遣
命
令
を
下
し
た
の
は
長
崎
奉
行
所
、
あ
る
い
は
そ
の
上
級
役
所
に

あ
た
る
大
坂
城
代
で
あ
ろ
う
。

「
長
州
下
ノ
関
ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭
戦
争
之
始
末
書
并
絵
図
面
共
」

に
収
録
さ
れ
る
「
下
関
戦
争
見
聞
書
」
は
、
こ
の
「
長
州
戦
争
始
末

風
聞
書
」
①
～
⑨
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
①
～
⑨
各
文
書

の
奥
書
部
分
お
よ
び
日
付
（
史
料
傍
線
部
）
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
書
き
写
さ
れ
る
順
番
も
②
③
④
→
①
→
⑤
～
⑨
と
な
っ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
「
公
武
御
達
控
」
に
は
、
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」

に
添
付
さ
れ
た
絵
図
は
書
き
写
さ
れ
て
い
な
い
（「
絵
図
面
ハ
絵
図
袋
へ

入
置
」
と
あ
る
）
。
し
か
し
、「
下
関
戦
争
見
聞
書
」
と
「
長
州
戦
争
始

末
風
聞
書
」
の
類
似
性
か
ら
考
え
て
、
本
稿
で
検
討
す
る
一
〇
枚
の

絵
図
は
、
本
来
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
に
添
付
さ
れ
た
絵
図
、

す
な
わ
ち
、
下
関
戦
争
を
監
視
す
る
た
め
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た「
探

索
人
」
が
、
報
告
書
（「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」）
と
と
も
に
作
成
し
た

絵
図
、
そ
れ
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

こ
れ
ら
報
告
書
と
絵
図
は
、
下
関
戦
争
の
一
一
日
後
、
大
坂
城
代

を
通
じ
老
中
・
京
都
守
護
職
・
京
都
所
司
代
な
ど
幕
府
中
枢
に
提
出

さ
れ
た
。詳
細
な
報
告
書
お
よ
び
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
は
、

幕
府
中
枢
が
下
関
戦
争
の
結
果
、
戦
争
の
リ
ア
ル
を
理
解
す
る
上
で

貴
重
な
資
料
と
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
。

先
に
、
こ
の
一
〇
枚
の
絵
図
の
特
徴
、
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
３

点
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
に
追
加
し
て
、

エ
下
関
戦
争
監
視
の
た
め
幕
府
が
派
遣
し
た
「
探
索
人
」
が
作
成

し
た
報
告
書
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
絵
図
の
写
し
で
あ
る
こ
と

オ
後
年
の
回
想
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
描
か
れ
た
実

況
報
告
的
な
絵
図
で
あ
る
こ
と

カ
絵
図
は
報
告
書
と
と
も
に
戦
後
ほ
ど
な
く
幕
府
中
枢
に
提
出
さ

れ
、
彼
ら
の
下
関
戦
争
に
対
す
る
認
識
（
欧
米
諸
国
の
軍
事
力
の

強
大
さ
な
ど
）
を
深
め
る
資
料
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

と
い
う
点
も
挙
げ
た
い
。

三

な
ぜ
こ
の
史
料
が
毛
利
家
文
庫
に
残
さ
れ
た
の
か

「
長
州
下
ノ
関
ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭
戦
争
之
始
末
書
并
絵
図
面
共
」

の
表
紙
に
は
貼
付
さ
れ
た
掛
紙
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
平
山
成
信
ヨ

リ
譲
受
、
明
治
四
十
二
年
七
月
六
日
」
と
あ
り
、「
杉
孫
七
郎
」
の
丸

印
も
押
さ
れ
て
い
る
（
写
真
）
。
表
紙
掛
紙
お
よ
び
「
毛
利
家
文
庫
」

所
蔵
印
か
ら
、
本
史
料
が
明
治
四
十
二
年
七
月
、
平
山
成
信
か
ら
杉

孫
七
郎
に
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
の
ち
毛
利
家
文
庫
と
し
て
伝
来
し
た
こ

と
が
わ
か
る
（
杉
は
毛
利
家
へ
寄
贈
し
た
の
で
あ
ろ
う
）
。

（

）

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）
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平
山
成
信
は

幕
臣
平
山
省
斎

の
養
嗣
子
で
、
明

治
政
府
の
官
僚

と
し
て
活
躍
し

た
の
ち
、
明
治
二

十
七
年
（
一
八
九

四
）
貴
族
院
議
員
、
同
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
宮
中
顧
問
官
兼
別

当
と
な
り
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
か
ら
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
ま

で
枢
密
院
顧
問
を
務
め
た
。
一
方
、
元
長
州
藩
士
の
杉
孫
七
郎
は
、

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
山
口
藩
権
大
参
事
、
廃
藩
後
は
中
央
で
宮
中

官
僚
、
政
治
家
と
し
て
活
躍
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
か
ら
大
正

九
年
（
一
九
二
〇
）
に
枢
密
院
顧
問
官
を
務
め
た
（
吉
川
弘
文
館
『
国
史

大
辞
典
』）
。
近
代
毛
利
家
の
家
政
に
も
深
く
関
わ
る
。

平
山
と
杉
の
親
交
関
係
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
明
治

四
十
二
年
時
点
、
両
者
は
宮
中
顧
問
官
兼
別
当
と
枢
密
院
顧
問
官
と

し
て
宮
中
で
の
つ
な
が
り
を
持
つ
。
周
知
の
よ
う
に
、
明
治
期
の
毛

利
家
は
東
京
で
修
史
事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
平
山
は
、「
自

分
は
下
関
戦
争
に
関
す
る
史
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
毛
利
家
の

修
史
事
業
の
お
役
に
立
つ
な
ら
寄
贈
し
ま
す
よ
」
と
杉
に
申
し
出
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
平
山
は
「
長
州
下
ノ
関
ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭
戦
争

表紙の掛紙と毛利家文庫
所蔵印

図ａ（ 絵図 所収） 図ｂ（ 絵図 所収）

図ｃ（ 絵図 所収） 図ｄ 下関戦争図（萩博物館蔵）

索
」
し
た
内
容
を
日
々
報
告
す
る
（
原
形
は
お
そ
ら
く
一
紙
形
態
）
。
差

出
人
、
宛
先
の
記
載
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
最
終
的
に
大
坂
城
代
か

ら
幕
府
中
枢
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
作
成
者
は
、
下

関
戦
争
を
監
視
し
、「
探
索
」
す
る
任
務
を
帯
び
て
幕
府
か
ら
派
遣
さ

れ
た
人
物
（
以
下
「
探
索
人
」
と
す
る
）
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
派

遣
命
令
を
下
し
た
の
は
長
崎
奉
行
所
、
あ
る
い
は
そ
の
上
級
役
所
に

あ
た
る
大
坂
城
代
で
あ
ろ
う
。

「
長
州
下
ノ
関
ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭
戦
争
之
始
末
書
并
絵
図
面
共
」

に
収
録
さ
れ
る
「
下
関
戦
争
見
聞
書
」
は
、
こ
の
「
長
州
戦
争
始
末

風
聞
書
」
①
～
⑨
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
①
～
⑨
各
文
書

の
奥
書
部
分
お
よ
び
日
付
（
史
料
傍
線
部
）
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
書
き
写
さ
れ
る
順
番
も
②
③
④
→
①
→
⑤
～
⑨
と
な
っ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
「
公
武
御
達
控
」
に
は
、
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」

に
添
付
さ
れ
た
絵
図
は
書
き
写
さ
れ
て
い
な
い
（「
絵
図
面
ハ
絵
図
袋
へ

入
置
」
と
あ
る
）
。
し
か
し
、「
下
関
戦
争
見
聞
書
」
と
「
長
州
戦
争
始

末
風
聞
書
」
の
類
似
性
か
ら
考
え
て
、
本
稿
で
検
討
す
る
一
〇
枚
の

絵
図
は
、
本
来
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
に
添
付
さ
れ
た
絵
図
、

す
な
わ
ち
、
下
関
戦
争
を
監
視
す
る
た
め
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た「
探

索
人
」
が
、
報
告
書
（「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」）
と
と
も
に
作
成
し
た

絵
図
、
そ
れ
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

こ
れ
ら
報
告
書
と
絵
図
は
、
下
関
戦
争
の
一
一
日
後
、
大
坂
城
代

を
通
じ
老
中
・
京
都
守
護
職
・
京
都
所
司
代
な
ど
幕
府
中
枢
に
提
出

さ
れ
た
。詳
細
な
報
告
書
お
よ
び
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
は
、

幕
府
中
枢
が
下
関
戦
争
の
結
果
、
戦
争
の
リ
ア
ル
を
理
解
す
る
上
で

貴
重
な
資
料
と
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
。

先
に
、
こ
の
一
〇
枚
の
絵
図
の
特
徴
、
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
３

点
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
に
追
加
し
て
、

エ
下
関
戦
争
監
視
の
た
め
幕
府
が
派
遣
し
た
「
探
索
人
」
が
作
成

し
た
報
告
書
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
絵
図
の
写
し
で
あ
る
こ
と

オ
後
年
の
回
想
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
描
か
れ
た
実

況
報
告
的
な
絵
図
で
あ
る
こ
と

カ
絵
図
は
報
告
書
と
と
も
に
戦
後
ほ
ど
な
く
幕
府
中
枢
に
提
出
さ

れ
、
彼
ら
の
下
関
戦
争
に
対
す
る
認
識
（
欧
米
諸
国
の
軍
事
力
の

強
大
さ
な
ど
）
を
深
め
る
資
料
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

と
い
う
点
も
挙
げ
た
い
。

三

な
ぜ
こ
の
史
料
が
毛
利
家
文
庫
に
残
さ
れ
た
の
か

「
長
州
下
ノ
関
ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭
戦
争
之
始
末
書
并
絵
図
面
共
」

の
表
紙
に
は
貼
付
さ
れ
た
掛
紙
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
平
山
成
信
ヨ

リ
譲
受
、
明
治
四
十
二
年
七
月
六
日
」
と
あ
り
、「
杉
孫
七
郎
」
の
丸

印
も
押
さ
れ
て
い
る
（
写
真
）
。
表
紙
掛
紙
お
よ
び
「
毛
利
家
文
庫
」

所
蔵
印
か
ら
、
本
史
料
が
明
治
四
十
二
年
七
月
、
平
山
成
信
か
ら
杉

孫
七
郎
に
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
の
ち
毛
利
家
文
庫
と
し
て
伝
来
し
た
こ

と
が
わ
か
る
（
杉
は
毛
利
家
へ
寄
贈
し
た
の
で
あ
ろ
う
）
。

（

）

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）
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で
き
る
。
絵
図
は
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
と
と
も
に
、
大
坂
城

代
を
通
じ
て
老
中
や
京
都
守
護
職
・
京
都
所
司
代
な
ど
幕
府
中
枢
に

提
出
さ
れ
、
戦
争
の
現
実
を
生
々
し
く
伝
え
る
資
料
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
下
関
戦
争
を
描
い
た
絵
図
と
し
て
は
、
戦
争
に
従
軍

し
た
長
府
藩
の
藤
島
常
興
が
後
年
実
歴
談
に
基
づ
き
描
い
た
「
馬
関

戦
争
図
」（
下
関
市
立
歴
史
博
物
館
蔵
）
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
図
に
は
、
砲
撃
に
よ
り
外
国
軍
艦
へ
損
害
を
与
え
た
様
子
が
描

か
れ
る
（
実
際
二
隻
に
打
撃
を
与
え
て
い
る
）
。
軍
事
力
格
差
が
あ
り
な

が
ら
も
勇
敢
に
戦
い
、
あ
ま
つ
さ
え
打
撃
を
与
え
た
誇
ら
し
い
過
去
、

戦
功
が
強
調
さ
れ
た
絵
、
と
い
え
る
。

「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
お
よ
び
添
付
絵
図
に
は
こ
れ
に
関
す

る
記
載
は
な
い
。
た
ま
た
ま
目
撃
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
目
に
は

し
て
い
た
も
の
の
意
図
的
に
報
告
し
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

一
方
で「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
戦
争
中
長
州
よ
り
打
出
し
候
弾
丸
は
兎
角
高
く
、
異
船
の
分
は
低
き
由
、

且
長
州
砲
台
よ
り
打
出
候
玉
二
発
の
間
に
異
船
よ
り
は
十
発
も
打
出

し
候
由
に
御
座
候

こ
こ
で
は
長
州
藩
の
大
砲
と
欧
米
軍
艦
の
大
砲
で
は
、
そ
の
弾
道
お

よ
び
発
射
速
度
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
両
軍
の
軍
事
力
格

差
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
激
戦
で
あ
っ
た
八
月
六
日
の
状
況
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
あ
る
。

一
カ
サ
シ
山
よ
り
赤
間
ヶ
関
見
渡
候
へ
は
、
浜
手
商
家
数
千
軒
有
之
候

処
、
寂
寞
と
し
て
一
人
も
往
来
の
者
無
御
座
、
既
に
八
軒
家
へ
火
を

掛
け
候
得
共
、
防
き
候
者
も
無
之
、
夜
に
相
成
候
て
も
灯
火
も
相
見

不
申
候
、
誠
に
憐
に
被
存
候

攻
撃
を
受
け
た
下
関
は
「
寂
寞
」
と
し
て
一
人
の
往
来
も
な
く
、
火

の
手
が
あ
が
っ
て
も
消
火
す
る
者
も
お
ら
ず
、
夜
は
灯
火
も
見
え
ず
、

ま
こ
と
に
憐
れ
む
よ
う
な
（
悲
し
く
な
る
よ
う
な
）
状
況
と
い
う
。
第

三
者
の
目
か
ら
は
、
日
頃
の
活
気
あ
る
よ
う
す
と
比
べ
、
戦
争
下
の

下
関
は
こ
の
よ
う
に
見
え
た
。
欧
米
諸
国
と
戦
火
を
交
え
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
の
現
実
を
伝
え
る
。

後
年
描
か
れ
た
「
馬
関
戦
争
図
」
に
対
し
、
幕
府
「
探
索
人
」
に

よ
り
実
況
報
告
的
に
記
さ
れ
た
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
お
よ
び

一
〇
枚
の
絵
図
と
で
は
、
下
関
戦
争
の
描
か
れ
方
は
異
な
る
。
も
ち

ろ
ん
、
後
者
で
も
情
報
の
取
捨
選
択
が
あ
っ
た
こ
と
は
意
識
す
る
必

要
が
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
他
の
史
料
と
突
き
合
わ

せ
な
が
ら
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
お
よ
び
一
〇
枚
の
絵
図
を
読

み
解
き
、立
体
的
に
下
関
戦
争
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

（

）

之
始
末
書
并
絵
図
面
共
」
を
所
蔵
し
て
い
た
の
か
。
こ
の
点
を
考
え

る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
、
一
〇
枚
の
絵
図
と
よ
く
似
た
構
図
の
絵
図

が
他
で
も
残
る
点
に
注
目
し
た
い
。

毛
利
家
文
庫

絵
図

「
馬
関
戦
争
之
図
」
は
、
文
字
通
り
下
関

戦
争
に
関
す
る
絵
図
が
継
ぎ
立
て
ら
れ
て
い
る
史
料
だ
が
、
そ
の
中

に
図
ａ
・
ｂ
・
ｃ
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
構
図
は
、
本
稿
で
対
象

と
し
た
図
２
・
図
３
・
図
１
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
外
国

軍
艦
の
描
き
方
を
図
３
と
図
ｂ
で
比
べ
る
と
図
ｂ
が
丁
寧
で
あ
る
。

図
ａ
～
ｃ
に
記
入
さ
れ
て
い
る
文
字
情
報
は
図
１
～
３
の
も
の
に
近

い
が
、
ま
っ
た
く
の
同
文
で
は
な
い
。

図
ｄ
は
萩
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
下
関
戦
争
図
」
で
あ
る
。（「
田
中

家
寄
贈
」
と
説
明
さ
れ
る
）
。
こ
の
図
も
図
３
と
構
図
が
類
似
す
る
。
記

入
さ
れ
た
文
字
情
報
は
図
３
の
も
の
に
近
い
が
が
ま
っ
た
く
同
じ
で

は
な
い
。
軍
艦
の
描
き
方
は
や
は
り
こ
ち
ら
が
丁
寧
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
幕
府
中
枢
に
提
出
さ
れ
た
「
長
州
戦
争
始

末
風
聞
書
」
と
絵
図
は
、
そ
の
の
ち
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
で
書
き
写

さ
れ
伝
播
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
下
関
戦
争
の
現
実
（
欧
米
軍

事
力
の
強
大
さ
、
長
州
藩
の
敗
北
）
は
、
リ
ア
ル
な
絵
図
と
と
も
に
各
地

へ
な
ま
な
ま
し
く
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
上
で
注
目
す
べ
き
は
成
信
の
父
省
斎
の
経
歴
で
あ
る
。
省
斎

は
幕
末
期
、
幕
臣
と
し
て
幕
府
の
外
交
業
務
に
深
く
携
わ
っ
た
人
物

で
あ
る
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
ペ
リ
ー
再
来
航
時
、
下
田
応
接

の
一
員
と
な
る
な
ど
安
政
期
の
外
交
実
務
に
関
わ
り
、
一
時
閑
職
と

な
る
も
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
十
月
に
は
函
館
奉
行
支
配
組
頭
と

し
て
外
交
交
渉
の
場
に
復
帰
、
慶
応
期
に
は
外
国
奉
行
、
若
年
寄
並
・

外
国
総
奉
行
兼
帯
と
な
る
。
明
治
元
年
四
月
、
家
督
を
成
信
に
譲
っ

て
隠
居
し
、
徳
川
慶
喜
に
従
い
静
岡
に
移
住
し
た
が
、
の
ち
東
京
に

戻
る
。
以
後
省
斎
は
神
道
家
と
し
て
活
躍
し
、
明
治
十
二
年
に
神
道

大
成
教
を
創
設
す
る
。
明
治
二
十
三
年
七
六
才
で
死
去
し
た
。

省
斎
が
幕
末
期
の
幕
府
外
交
業
務
に
深
く
携
わ
っ
た
人
物
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
在
任
中
、
大
坂
城
代
か
ら
幕
府
中
枢
に
提
出
さ
れ

た
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
と
添
付
さ
れ
た
絵
図
、
さ
ら
に
は
「
小

笠
原
大
膳
大
夫
家
来
ゟ
長
崎
奉
行
へ
届
出
候
書
類
」な
ど
を
目
に
し
、

そ
の
写
本
を
手
に
入
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

成
信
が
杉
に
譲
渡
し
た
「
長
州
下
ノ
関
ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭
戦
争
之
始

末
書
并
絵
図
面
共
」
と
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
省
斎
が
入
手
し
、
幕

府
倒
壊
後
、
明
治
期
に
は
そ
の
ま
ま
ひ
っ
そ
り
平
山
家
に
残
さ
れ
て

い
た
文
書
で
あ
っ
た
可
能
性
を
推
測
し
て
み
た
い
。

お
わ
り
に

「
長
州
下
ノ
関
ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭
戦
争
之
始
末
書
并
絵
図
面
共
」

に
綴
じ
ら
れ
た
一
〇
枚
の
絵
図
は
、
下
関
戦
争
を
監
視
す
る
た
め
幕

府
か
ら
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
「
探
索
人
」
が
描
き
、
報
告
書
で
あ
る

「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
に
添
付
し
た
絵
図
、
そ
の
写
し
と
理
解

（

）

（

）

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

三
八



で
き
る
。
絵
図
は
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
と
と
も
に
、
大
坂
城

代
を
通
じ
て
老
中
や
京
都
守
護
職
・
京
都
所
司
代
な
ど
幕
府
中
枢
に

提
出
さ
れ
、
戦
争
の
現
実
を
生
々
し
く
伝
え
る
資
料
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
下
関
戦
争
を
描
い
た
絵
図
と
し
て
は
、
戦
争
に
従
軍

し
た
長
府
藩
の
藤
島
常
興
が
後
年
実
歴
談
に
基
づ
き
描
い
た
「
馬
関

戦
争
図
」（
下
関
市
立
歴
史
博
物
館
蔵
）
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
図
に
は
、
砲
撃
に
よ
り
外
国
軍
艦
へ
損
害
を
与
え
た
様
子
が
描

か
れ
る
（
実
際
二
隻
に
打
撃
を
与
え
て
い
る
）
。
軍
事
力
格
差
が
あ
り
な

が
ら
も
勇
敢
に
戦
い
、
あ
ま
つ
さ
え
打
撃
を
与
え
た
誇
ら
し
い
過
去
、

戦
功
が
強
調
さ
れ
た
絵
、
と
い
え
る
。

「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
お
よ
び
添
付
絵
図
に
は
こ
れ
に
関
す

る
記
載
は
な
い
。
た
ま
た
ま
目
撃
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
目
に
は

し
て
い
た
も
の
の
意
図
的
に
報
告
し
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

一
方
で「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
戦
争
中
長
州
よ
り
打
出
し
候
弾
丸
は
兎
角
高
く
、
異
船
の
分
は
低
き
由
、

且
長
州
砲
台
よ
り
打
出
候
玉
二
発
の
間
に
異
船
よ
り
は
十
発
も
打
出

し
候
由
に
御
座
候

こ
こ
で
は
長
州
藩
の
大
砲
と
欧
米
軍
艦
の
大
砲
で
は
、
そ
の
弾
道
お

よ
び
発
射
速
度
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
両
軍
の
軍
事
力
格

差
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
激
戦
で
あ
っ
た
八
月
六
日
の
状
況
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
あ
る
。

一
カ
サ
シ
山
よ
り
赤
間
ヶ
関
見
渡
候
へ
は
、
浜
手
商
家
数
千
軒
有
之
候

処
、
寂
寞
と
し
て
一
人
も
往
来
の
者
無
御
座
、
既
に
八
軒
家
へ
火
を

掛
け
候
得
共
、
防
き
候
者
も
無
之
、
夜
に
相
成
候
て
も
灯
火
も
相
見

不
申
候
、
誠
に
憐
に
被
存
候

攻
撃
を
受
け
た
下
関
は
「
寂
寞
」
と
し
て
一
人
の
往
来
も
な
く
、
火

の
手
が
あ
が
っ
て
も
消
火
す
る
者
も
お
ら
ず
、
夜
は
灯
火
も
見
え
ず
、

ま
こ
と
に
憐
れ
む
よ
う
な
（
悲
し
く
な
る
よ
う
な
）
状
況
と
い
う
。
第

三
者
の
目
か
ら
は
、
日
頃
の
活
気
あ
る
よ
う
す
と
比
べ
、
戦
争
下
の

下
関
は
こ
の
よ
う
に
見
え
た
。
欧
米
諸
国
と
戦
火
を
交
え
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
の
現
実
を
伝
え
る
。

後
年
描
か
れ
た
「
馬
関
戦
争
図
」
に
対
し
、
幕
府
「
探
索
人
」
に

よ
り
実
況
報
告
的
に
記
さ
れ
た
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
お
よ
び

一
〇
枚
の
絵
図
と
で
は
、
下
関
戦
争
の
描
か
れ
方
は
異
な
る
。
も
ち

ろ
ん
、
後
者
で
も
情
報
の
取
捨
選
択
が
あ
っ
た
こ
と
は
意
識
す
る
必

要
が
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
他
の
史
料
と
突
き
合
わ

せ
な
が
ら
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
お
よ
び
一
〇
枚
の
絵
図
を
読

み
解
き
、立
体
的
に
下
関
戦
争
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

（

）

之
始
末
書
并
絵
図
面
共
」
を
所
蔵
し
て
い
た
の
か
。
こ
の
点
を
考
え

る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
、
一
〇
枚
の
絵
図
と
よ
く
似
た
構
図
の
絵
図

が
他
で
も
残
る
点
に
注
目
し
た
い
。

毛
利
家
文
庫

絵
図

「
馬
関
戦
争
之
図
」
は
、
文
字
通
り
下
関

戦
争
に
関
す
る
絵
図
が
継
ぎ
立
て
ら
れ
て
い
る
史
料
だ
が
、
そ
の
中

に
図
ａ
・
ｂ
・
ｃ
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
構
図
は
、
本
稿
で
対
象

と
し
た
図
２
・
図
３
・
図
１
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
外
国

軍
艦
の
描
き
方
を
図
３
と
図
ｂ
で
比
べ
る
と
図
ｂ
が
丁
寧
で
あ
る
。

図
ａ
～
ｃ
に
記
入
さ
れ
て
い
る
文
字
情
報
は
図
１
～
３
の
も
の
に
近

い
が
、
ま
っ
た
く
の
同
文
で
は
な
い
。

図
ｄ
は
萩
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
下
関
戦
争
図
」
で
あ
る
。（「
田
中

家
寄
贈
」
と
説
明
さ
れ
る
）
。
こ
の
図
も
図
３
と
構
図
が
類
似
す
る
。
記

入
さ
れ
た
文
字
情
報
は
図
３
の
も
の
に
近
い
が
が
ま
っ
た
く
同
じ
で

は
な
い
。
軍
艦
の
描
き
方
は
や
は
り
こ
ち
ら
が
丁
寧
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
幕
府
中
枢
に
提
出
さ
れ
た
「
長
州
戦
争
始

末
風
聞
書
」
と
絵
図
は
、
そ
の
の
ち
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
で
書
き
写

さ
れ
伝
播
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
下
関
戦
争
の
現
実
（
欧
米
軍

事
力
の
強
大
さ
、
長
州
藩
の
敗
北
）
は
、
リ
ア
ル
な
絵
図
と
と
も
に
各
地

へ
な
ま
な
ま
し
く
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
上
で
注
目
す
べ
き
は
成
信
の
父
省
斎
の
経
歴
で
あ
る
。
省
斎

は
幕
末
期
、
幕
臣
と
し
て
幕
府
の
外
交
業
務
に
深
く
携
わ
っ
た
人
物

で
あ
る
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
ペ
リ
ー
再
来
航
時
、
下
田
応
接

の
一
員
と
な
る
な
ど
安
政
期
の
外
交
実
務
に
関
わ
り
、
一
時
閑
職
と

な
る
も
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
十
月
に
は
函
館
奉
行
支
配
組
頭
と

し
て
外
交
交
渉
の
場
に
復
帰
、
慶
応
期
に
は
外
国
奉
行
、
若
年
寄
並
・

外
国
総
奉
行
兼
帯
と
な
る
。
明
治
元
年
四
月
、
家
督
を
成
信
に
譲
っ

て
隠
居
し
、
徳
川
慶
喜
に
従
い
静
岡
に
移
住
し
た
が
、
の
ち
東
京
に

戻
る
。
以
後
省
斎
は
神
道
家
と
し
て
活
躍
し
、
明
治
十
二
年
に
神
道

大
成
教
を
創
設
す
る
。
明
治
二
十
三
年
七
六
才
で
死
去
し
た
。

省
斎
が
幕
末
期
の
幕
府
外
交
業
務
に
深
く
携
わ
っ
た
人
物
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
在
任
中
、
大
坂
城
代
か
ら
幕
府
中
枢
に
提
出
さ
れ

た
「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
と
添
付
さ
れ
た
絵
図
、
さ
ら
に
は
「
小

笠
原
大
膳
大
夫
家
来
ゟ
長
崎
奉
行
へ
届
出
候
書
類
」な
ど
を
目
に
し
、

そ
の
写
本
を
手
に
入
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

成
信
が
杉
に
譲
渡
し
た
「
長
州
下
ノ
関
ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭
戦
争
之
始

末
書
并
絵
図
面
共
」
と
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
省
斎
が
入
手
し
、
幕

府
倒
壊
後
、
明
治
期
に
は
そ
の
ま
ま
ひ
っ
そ
り
平
山
家
に
残
さ
れ
て

い
た
文
書
で
あ
っ
た
可
能
性
を
推
測
し
て
み
た
い
。

お
わ
り
に

「
長
州
下
ノ
関
ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭
戦
争
之
始
末
書
并
絵
図
面
共
」

に
綴
じ
ら
れ
た
一
〇
枚
の
絵
図
は
、
下
関
戦
争
を
監
視
す
る
た
め
幕

府
か
ら
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
「
探
索
人
」
が
描
き
、
報
告
書
で
あ
る

「
長
州
戦
争
始
末
風
聞
書
」
に
添
付
し
た
絵
図
、
そ
の
写
し
と
理
解

（

）

（

）

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

三
九



註

そ
の
ほ
か
、
田
口
由
香
『
海
外
か
ら
見
た
幕
末
長
州
藩
―
イ
ギ
リ
ス
か

ら
見
た
長
州
戦
争
―
』（
萩
も
の
が
た
り

二
〇
一
八
年
）
で
も
一
部

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

第

回
中
国
四
国
地
区
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

歴
史
小
話
「
九
州
か
ら
眺
め
た
元
治
元
年
下
関
戦
争
の
図
」。
な
お
『「
欧
米

史
料
に
よ
る
下
関
戦
争
の
総
合
研
究
」
研
究
報
告
書
』（
研
究
代
表
者
保
谷

徹

二
〇
〇
一
年
三
月
）
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、「
主
と
し
て
小
倉
側

の
情
報
を
ま
と
め
た
も
の
」
と
説
明
さ
れ
る
。

保
谷
徹
『
幕
末
日
本
の
対
外
戦
争
の
危
機

下
関
戦
争
の
舞
台
裏
』

（
吉
川
弘
文
館

二
〇
一
〇
年
）、
田
口
前
掲
註
１
。
こ
の
ほ
か
下
関
戦
争

に
関
し
て
は
、
古
川
薫
『
幕
末
長
州
藩
の
攘
夷
戦
争
』（
中
公
新
書

一
九

九
六
年
）、『
下
関
市
史
・
藩
制
―
市
制
施
行
』（
下
関
市

二
〇
〇
九
年
）、

『
山
口
県
史

史
料
編

幕
末
維
新
７
』
の
第
４
部
解
説
（
保
谷
徹
執
筆

二
〇
一
四
年
）、、『
山
口
県
史

通
史
編

幕
末
維
新
』
第
７
章
「
下
関
戦

争
と
講
和
会
議
」（
田
口
由
香
執
筆

二
〇
一
九
年
）。
史
料
集
と
し
て
は
、

中
本
静
暁
編
訳
『

年
と

年
に
お
け
る
メ
デ
ュ
ー
サ
号
館
長
の
下
関
戦

争
』（
カ
ン
ペ
レ
文
庫

二
〇
一
六
年
）
も
あ
る
。

三
宅
紹
宣
『
幕
末
維
新
の
政
治
過
程
』（
吉
川
弘
文
館

二
〇
二
一

年
）。

絵
図
の
文
字
情
報
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
同
一
場
所
に
釈
文
を
示
す
よ

う
に
し
た
が
、
長
文
の
場
合
な
ど
に
は
、
元
の
位
置
に
「
釈
文
①
」
と
記

し
、
別
の
位
置
に
釈
文
を
「
①
・
・
・
」
と
示
し
た
場
合
が
あ
る
。

下
関
戦
争
で
戦
死
し
た
仏
水
兵
の
慰
霊
碑
が
北
九
州
市
の
和
布
刈
神
社

の
近
く
、
市
立
プ
ー
ル
駐
車
場
側
の
高
台
に
立
つ
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八

九
五
）
ビ
リ
オ
ン
神
父
が
最
初
に
石
碑
を
建
立
し
、
の
ち
数
回
場
所
を
替
え

現
在
地
に
移
設
さ
れ
た
と
い
う
。
ビ
リ
オ
ン
神
父
は
「
山
口
古
図
」
を
「
発

見
」
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

下
関
文
書
館
編
『
資
料

幕
末
馬
関
戦
争
』（
三
一
書
房

一
九
七
一

年
）
収
録
「
長
州
下
関
に
於
る
英
米
仏
蘭
戦
争
始
末
書
」
が
こ
れ
と
ほ
ぼ
同

内
容
で
あ
る
。
解
説
に
は
「
長
府
図
書
館
蔵
の
写
本
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、

誤
字
脱
字
が
あ
り
正
確
な
意
味
が
取
り
難
い
部
分
が
あ
る
。

元
治
元
年
八
月
二
十
五
日
に
大
坂
城
代
か
ら
老
中
ら
に
送
付
さ
れ
た
資

料
の
一
つ
「
小
笠
原
大
膳
大
夫
家
来
ゟ
差
出
候
書
面
写
」（「
小
笠
原
大
膳
大

夫
家
来
ゟ
長
崎
奉
行
へ
届
出
候
書
類
」）
の
内
容
が
こ
れ
ら
に
ほ
ぼ
一
致
す

る
。
日
本
史
籍
協
会
叢
書
『
会
津
藩
庁
記
録
五
』（
東
京
大
学
出
版
会

一

九
八
二
年
再
版
）

～

頁
。

『
会
津
藩
庁
記
録
』
収
録
史
料
。

『
会
津
藩
庁
記
録
五
』

～

頁
。

『
会
津
藩
庁
記
録
五
』

～

頁

大
坂
城
代
松
平
信
古
が
老
中
ら
に
送
付
し
た
資
料
に
つ
き
絵
図
は
「
絵

図
面
九
枚
」
と
あ
る
。
あ
る
い
は
一
〇
枚
の
絵
図
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
枚
は

経
緯
を
異
に
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』
お
よ
び
鎌
田
東
二
『
平
山
省
斎
と
明
治

の
神
道
』（
春
秋
社

二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
し
た
。

戦
争
月
の
写
し
間
違
い
と
い
う
初
歩
的
な
間
違
い
も
あ
り
、
書
き
写
し

が
省
斎
自
身
で
あ
っ
た
か
と
言
え
ば
疑
問
も
残
る
。

『
旧
臣
列
伝
―
下
関
の
幕
末
維
新
』（
下
関
市
立
長
府
博
物
館

二
〇

〇
四
年
）。
な
お
、『
山
口
県
史

史
料
編

幕
末
維
新
７
』
の
口
絵
写
真
で

も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

四
〇



註

そ
の
ほ
か
、
田
口
由
香
『
海
外
か
ら
見
た
幕
末
長
州
藩
―
イ
ギ
リ
ス
か

ら
見
た
長
州
戦
争
―
』（
萩
も
の
が
た
り

二
〇
一
八
年
）
で
も
一
部

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

第

回
中
国
四
国
地
区
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

歴
史
小
話
「
九
州
か
ら
眺
め
た
元
治
元
年
下
関
戦
争
の
図
」。
な
お
『「
欧
米

史
料
に
よ
る
下
関
戦
争
の
総
合
研
究
」
研
究
報
告
書
』（
研
究
代
表
者
保
谷

徹

二
〇
〇
一
年
三
月
）
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、「
主
と
し
て
小
倉
側

の
情
報
を
ま
と
め
た
も
の
」
と
説
明
さ
れ
る
。

保
谷
徹
『
幕
末
日
本
の
対
外
戦
争
の
危
機

下
関
戦
争
の
舞
台
裏
』

（
吉
川
弘
文
館

二
〇
一
〇
年
）、
田
口
前
掲
註
１
。
こ
の
ほ
か
下
関
戦
争

に
関
し
て
は
、
古
川
薫
『
幕
末
長
州
藩
の
攘
夷
戦
争
』（
中
公
新
書

一
九

九
六
年
）、『
下
関
市
史
・
藩
制
―
市
制
施
行
』（
下
関
市

二
〇
〇
九
年
）、

『
山
口
県
史

史
料
編

幕
末
維
新
７
』
の
第
４
部
解
説
（
保
谷
徹
執
筆

二
〇
一
四
年
）、、『
山
口
県
史

通
史
編

幕
末
維
新
』
第
７
章
「
下
関
戦

争
と
講
和
会
議
」（
田
口
由
香
執
筆

二
〇
一
九
年
）。
史
料
集
と
し
て
は
、

中
本
静
暁
編
訳
『

年
と

年
に
お
け
る
メ
デ
ュ
ー
サ
号
館
長
の
下
関
戦

争
』（
カ
ン
ペ
レ
文
庫

二
〇
一
六
年
）
も
あ
る
。

三
宅
紹
宣
『
幕
末
維
新
の
政
治
過
程
』（
吉
川
弘
文
館

二
〇
二
一

年
）。

絵
図
の
文
字
情
報
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
同
一
場
所
に
釈
文
を
示
す
よ

う
に
し
た
が
、
長
文
の
場
合
な
ど
に
は
、
元
の
位
置
に
「
釈
文
①
」
と
記

し
、
別
の
位
置
に
釈
文
を
「
①
・
・
・
」
と
示
し
た
場
合
が
あ
る
。

下
関
戦
争
で
戦
死
し
た
仏
水
兵
の
慰
霊
碑
が
北
九
州
市
の
和
布
刈
神
社

の
近
く
、
市
立
プ
ー
ル
駐
車
場
側
の
高
台
に
立
つ
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八

九
五
）
ビ
リ
オ
ン
神
父
が
最
初
に
石
碑
を
建
立
し
、
の
ち
数
回
場
所
を
替
え

現
在
地
に
移
設
さ
れ
た
と
い
う
。
ビ
リ
オ
ン
神
父
は
「
山
口
古
図
」
を
「
発

見
」
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

下
関
文
書
館
編
『
資
料

幕
末
馬
関
戦
争
』（
三
一
書
房

一
九
七
一

年
）
収
録
「
長
州
下
関
に
於
る
英
米
仏
蘭
戦
争
始
末
書
」
が
こ
れ
と
ほ
ぼ
同

内
容
で
あ
る
。
解
説
に
は
「
長
府
図
書
館
蔵
の
写
本
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、

誤
字
脱
字
が
あ
り
正
確
な
意
味
が
取
り
難
い
部
分
が
あ
る
。

元
治
元
年
八
月
二
十
五
日
に
大
坂
城
代
か
ら
老
中
ら
に
送
付
さ
れ
た
資

料
の
一
つ
「
小
笠
原
大
膳
大
夫
家
来
ゟ
差
出
候
書
面
写
」（「
小
笠
原
大
膳
大

夫
家
来
ゟ
長
崎
奉
行
へ
届
出
候
書
類
」）
の
内
容
が
こ
れ
ら
に
ほ
ぼ
一
致
す

る
。
日
本
史
籍
協
会
叢
書
『
会
津
藩
庁
記
録
五
』（
東
京
大
学
出
版
会

一

九
八
二
年
再
版
）

～

頁
。

『
会
津
藩
庁
記
録
』
収
録
史
料
。

『
会
津
藩
庁
記
録
五
』

～

頁
。

『
会
津
藩
庁
記
録
五
』

～

頁

大
坂
城
代
松
平
信
古
が
老
中
ら
に
送
付
し
た
資
料
に
つ
き
絵
図
は
「
絵

図
面
九
枚
」
と
あ
る
。
あ
る
い
は
一
〇
枚
の
絵
図
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
枚
は

経
緯
を
異
に
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』
お
よ
び
鎌
田
東
二
『
平
山
省
斎
と
明
治

の
神
道
』（
春
秋
社

二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
し
た
。

戦
争
月
の
写
し
間
違
い
と
い
う
初
歩
的
な
間
違
い
も
あ
り
、
書
き
写
し

が
省
斎
自
身
で
あ
っ
た
か
と
言
え
ば
疑
問
も
残
る
。

『
旧
臣
列
伝
―
下
関
の
幕
末
維
新
』（
下
関
市
立
長
府
博
物
館

二
〇

〇
四
年
）。
な
お
、『
山
口
県
史

史
料
編

幕
末
維
新
７
』
の
口
絵
写
真
で

も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

四
一



幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

四
二



幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

四
三



幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

四
四



幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

四
五



幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

四
六



幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

四
七



幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

四
八



幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

四
九



はは
じじ
めめ
にに  

陶
氏
は
、
早
期
に
分
出
し
た
周
防
大
内
氏
の
庶
家
・
右
田
氏
の
一
流
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
右
田
弘
俊
の
次
男
弘
賢
が
周
防
国
吉
敷
郡
陶
保
（
現
、
山
口
市
）

に
居
住
し
て
在
名
を
名
乗
っ
た
の
に
始
ま
る
。
同
氏
は
南
北
朝
期
以
降
に
分

国
の
守
護
代
を
歴
任
す
る
な
ど
し
て
地
歩
を
固
め
、
一
五
世
紀
半
ば
以
降
は

大
内
氏
の
最
有
力
家
臣
と
し
て
の
卓
越
し
た
地
位
を
築
い
た
。
そ
の
一
方
で

陶
氏
は
、
大
内
氏
分
国
内
で
最
大
の
在
地
領
主
で
あ
り
、
自
ら
の
家
臣
団
を
編

成
し
、
所
領
支
配
を
行
っ
て
い
た
（
１
）
。
そ
う
い
っ
た
領
主
と
し
て
の
陶
氏

の
姿
は
、
史
料
的
な
制
約
も
あ
っ
て
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が

た
い
。 

そ
こ
で
小
稿
で
は
、
陶
氏
権
力
を
構
成
す
る
家
臣
団
に
つ
い
て
考
察
す
る

た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
陶
氏
家
臣
が
発
給
し
た
奉
書
や
そ
れ
に
類
す
る

文
書
（
２
）
に
署
判
し
て
い
る
人
物
（
以
下
、
本
文
中
で
は
奉
者
と
呼
ぶ
こ
と

と
す
る
）
を
抽
出
す
る
。
あ
わ
せ
て
そ
の
作
業
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。  

 

一一  

陶陶
氏氏
のの
奉奉
書書
署署
判判
者者
のの
概概
要要  

陶
氏
の
奉
書
署
判
者
（
奉
者
）
に
つ
い
て
、
署
判
期
間
の
初
見
と
終
見
を
一

覧
に
し
た
の
が
表
１
で
、
陶
氏
当
主
ご
と
に
ど
の
家
が
奉
者
と
な
っ
て
い
る

か
を
苗
字
別
に
数
値
で
示
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
う
か
が
え
る

特
徴
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

ま
ず
、
奉
者
と
し
て
苗
字
の
判
明
す
る
家
は
二
六
家
、
人
数
は
苗
字
の
判
明

し
な
い
者
を
含
め
て
七
四
名
で
あ
る
。
陶
氏
家
臣
団
の
全
貌
が
わ
か
る
分
限

帳
の
よ
う
な
史
料
は
現
存
せ
ず
、
興
房
～
隆
房
期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
交

名
の
断
簡
が
四
点
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
（
３
）
。
そ
れ
ら
に
記
さ
れ
る
九
九

名
（
延
べ
一
〇
二
名
）
の
内
、
表
１
に
登
場
す
る
人
物
は
三
名
し
か
い
な
い
。

ま
た
陶
氏
家
臣
と
し
て
苗
字
の
判
明
す
る
家
は
、
庶
子
家
の
家
臣
を
含
め
て

一
二
八
家
に
及
ぶ
の
で
、
奉
者
を
務
め
る
家
は
二
割
程
度
と
な
る
。
し
た
が
っ

陶陶
氏氏
のの
奉奉
書書
署署
判判
者者
にに
つつ
いい
てて  

和 

田 

秀 
作 

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
　（
山
﨑
）

五
〇


